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は
じ
め
に　

本
稿
は
、
唐
代
ま
で
の
中
国
鬼
話
の
集
大
成
で
あ
る
『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話

四
十
巻
の
う
ち
、
巻
三
四
一
「
鬼
　
二
十
六
」
か
ら
巻
三
四
五
「
鬼
　
三
十
」
ま
で
の

鬼
話
の
特
徴
を
分
析
し
つ
つ
、
盛
唐
期
の
鬼
話
の
特
徴
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
目
指

し
た
も
の
で
あ
り
、
論
者
の
既
発
表
論
文
「『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成
―
鬼
一

〜
鬼
十
― ）

1
（

」
及
び
「『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成
―
鬼
十
一
〜
鬼
十
五
― ）

2
（

」「『
太

平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成
―
鬼
十
六
〜
鬼
二
十
― ）

3
（

」「『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の

構
成
―
鬼
二
十
一
〜
鬼
二
十
五
― ）

4
（

」
の
続
編
で
あ
る
。

右
の
四
本
の
論
文
に
お
い
て
、
巻
三
一
六
「
鬼　

一
」
か
ら
巻
三
四
〇
「
鬼　

二
十
五
」
ま
で
の
説
話
を
分
析
し
、
鬼
話
の
代
表
的
な
話
型
パ
タ
ー
ン
を
７
種
類
に

大
別
し
た
。
以
下
に
そ
れ
を
掲
げ
る
。

①
冥
婚
譚
　
男
が
女
の
鬼
と
結
婚
す
る
パ
タ
ー
ン
が
多
く
、
女
と
男
の
鬼
の
例
は
少

な
い
。
跡
継
ぎ
の
子
を
産
む
場
合
も
有
る
が
、
夫
婦
は
長
く
共
に
暮
ら
す
こ
と
は
な

い
。

『
太
平
広
記
』
鬼
部
説
話
の
構
成 

― 

鬼
二
十
六
〜
鬼
三
十 

―
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三　

田　

明　

弘

M
IT

TA
 A

kihiro

②
塚
墓
宿
泊
譚
　
一
夜
の
宿
を
借
り
た
家
が
、翌
日
見
る
と
墓
で
あ
っ
た
と
い
う
話
。

冥
婚
譚
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
話
型
で
あ
る
。

③
変
鬼
帰
還
譚
　
鬼
と
な
っ
た
家
族
や
友
人
が
帰
っ
て
く
る
話
。
死
後
の
自
分
の
身

分
・
境
遇
、
鬼
ゆ
え
に
知
り
得
る
現
世
の
人
々
の
未
来
、
冥
界
の
秘
密
な
ど
を
鬼
が

語
る
。仏
教
の
影
響
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
追
福
を
求
め
る
パ
タ
ー
ン
も
増
え
て
く
る
。

再
婚
し
た
配
偶
者
へ
の
憎
悪
か
ら
鬼
が
出
現
し
、
か
つ
て
の
妻
や
夫
に
危
害
を
加
え

る
例
も
多
い
。　

④
冥
界
召
喚
譚
　
冥
界
の
吏
で
あ
る
鬼
が
人
を
冥
途
に
召
喚
す
る
。
命
に
従
い
冥
途

に
赴
く
話
も
あ
る
が
、
賄
賂
や
身
代
わ
り
な
ど
の
手
段
で
死
を
免
れ
よ
う
と
す
る
話

が
多
い
。

⑤
鬼
神
遭
遇
譚
　
外
や
自
宅
（
厠
の
例
も
多
い
）
な
ど
で
鬼
に
遭
遇
す
る
と
い
う
話

型
。
逃
げ
た
り
争
っ
た
り
す
る
展
開
の
場
合
は
、そ
の
場
で
取
り
殺
さ
れ
な
く
て
も
、

間
も
な
く
絶
命
す
る
話
が
多
い
。
鬼
神
に
改
葬
や
廟
の
修
復
を
依
頼
さ
れ
る
と
い
う

パ
タ
ー
ン
も
少
な
く
な
い
。

⑥
凶
宅
鬧
鬼
譚
　
家
に
鬼
が
居
着
い
て
、
家
人
を
悩
ま
せ
る
と
い
う
話
型
で
あ
る
。
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そ
の
家
の
元
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
り
、外
か
ら
来
た
り
鬼
の
出
自
も
様
々
で
あ
る
が
、

振
る
舞
い
も
騒
霊
現
象
程
度
か
ら
家
人
の
命
を
奪
う
話
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
食
を

盗
む
、
食
を
求
め
る
と
い
う
要
素
が
多
く
の
話
に
見
ら
れ
る
。
例
は
多
く
な
い
が
、

そ
の
家
の
人
を
助
け
る
鬼
の
話
も
あ
る
。

⑦
冥
事
占
判
譚 
　
人
の
運
命
（
冥
事
）
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
が
鬼

の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
、
優
れ
た
道
士
な
ど
は
、
鬼
と
同
じ
よ
う
に
冥
事

の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
が
、
人
の
運
命
に
関
す
る
情
報
を

知
り
、
予
言
し
た
り
運
命
を
操
作
し
た
り
す
る
話
。

本
稿
で
は
巻
三
四
一
「
鬼　

二
十
六
」
か
ら
巻
三
四
五
「
鬼　

三
十
」
ま
で
の
全
所
収

話
の
標
題
と
談
刻
本
『
太
平
広
記
』
に
記
す
典
拠
、
説
話
内
容
の
概
略
を
掲
げ ）

5
（

、
そ
れ

ら
を
右
に
掲
げ
た
話
型
一
覧
に
基
づ
き
、
話
型
毎
に
分
類
し
た
上
で
分
析
を
行
う
。

一　

台
頭
す
る
進
士
階
級
―
巻
三
四
一
「
鬼　

二
十
六
」
―
（
唐
徳
宗
・
貞
元
年
間
）

李
俊
（『
続
玄
怪
録
』）
　
進
士
科
の
試
験
に
何
度
も
落
第
し
て
い
た
李
俊
は
、
貞
元

二
年
（
７
８
６
）
の
試
験
の
合
格
発
表
の
前
日
、
偶
然
、
冥
官
に
饅
頭
を
恵
ん
で
や

り
、
自
分
が
不
合
格
で
あ
る
事
を
告
げ
ら
れ
、
冥
府
の
名
簿
に
記
さ
れ
た
合
格
者
の

名
を
自
分
の
名
に
書
き
換
え
て
貰
っ
た
。
そ
の
際
、
は
じ
め
は
李
夷
簡
の
名
を
書
き

換
え
よ
う
と
し
た
が
許
さ
れ
ず
、
李
温
の
名
を
書
き
換
え
た
。
そ
し
て
、
現
世
の
実

際
の
名
簿
も
、
知
人
で
あ
る
國
子
祭
酒
の
包
佶
が
尽
力
し
、
冥
府
の
名
簿
と
同
じ
よ

う
に
李
温
の
名
が
李
俊
と
書
き
換
え
ら
れ
、
合
格
で
き
た
。
そ
の
後
、
李
俊
は
官
途

に
お
い
て
何
度
も
降
格
さ
れ
た
後
、岳
州
（
湖
南
省
岳
陽
県
）
の
刺
史
と
な
っ
た
が
、

ま
も
な
く
死
ん
だ
。

李
赤
（『
独
異
志
』）
　
貞
元
年
間
（
７
８
５
〜
８
０
５
）、呉
郡
（
江
蘇
省
・
浙
江
省
）

の
進
士
李
赤
は
、
趙
敏
之
と
閩
（
福
建
省
）
に
行
く
途
中
、
衢
州
信
安
（
浙
江
省
衢

州
市
）
近
く
の
駅
亭
で
夕
暮
れ
に
女
鬼
に
取
り
憑
か
れ
、「
郭
氏
の
聟
に
選
ば
れ
ま

し
た
」
と
親
に
書
き
置
き
し
、
女
鬼
に
縊
り
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
趙
が
大
声
を

上
げ
て
女
鬼
を
追
い
払
い
、
翌
日
は
建
中
駅
亭
に
宿
泊
し
た
が
、
白
昼
に
李
赤
が
い

な
く
な
り
、厠
に
座
っ
て
い
る
の
を
趙
が
見
つ
け
る
と
、儀
式
を
邪
魔
さ
れ
た
と
怒
っ

た
。
十
日
後
、
閩
に
到
着
し
、
現
地
の
役
人
に
李
赤
の
旧
知
が
お
り
宴
席
を
設
け
て

く
れ
た
が
、
ま
た
李
赤
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
趙
が
慌
て
て
厠
を
探
す
と
、
李
赤
は

地
に
伏
し
て
息
絶
え
て
い
た
。

韋
浦
（『
河
東
記
』）
　
韋
浦
は
寿
州
（
安
徽
省
）
か
ら
任
官
の
た
め
都
に
行
く
途
中
、

閿
郷
（
河
南
省
閿
郷
県
）
の
宿
で
帰
元
昶
と
い
う
男
を
下
僕
に
雇
っ
た
。
帰
元
昶
は

主
人
の
馮
六
郎
、
絳
州
（
山
西
省
）
の
軒
轅
四
郎
と
共
に
閿
郷
に
や
っ
て
来
た
が
、

主
人
と
仲
違
い
し
て
置
き
去
り
に
さ
れ
、
関
所
を
通
れ
な
く
な
っ
た
の
で
同
行
さ
せ

て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
茶
屋
で
休
ん
だ
際
、
帰
元
昶
は
ひ
そ
か
に
術
で
金

縛
り
に
し
た
茶
屋
の
牛
を
、
皆
の
前
で
治
し
て
み
せ
て
茶
屋
の
主
人
か
ら
茶
二
斤
を

せ
し
め
、
そ
れ
を
韋
浦
に
献
上
し
た
。
潼
関
の
宿
に
宿
泊
す
る
と
、
帰
元
昶
は
門
前

で
遊
ん
で
い
た
宿
の
幼
い
息
子
を
背
中
を
つ
い
て
悶
絶
さ
せ
た
。
宿
の
主
人
は
巫
女

を
呼
び
、
巫
女
が
琵
琶
を
奏
で
て
迎
え
た
金
天
が
帰
元
昶
の
仕
業
と
見
抜
き
、
子
供

を
蘇
生
さ
せ
る
方
法
を
示
し
た
。
韋
浦
も
帰
元
昶
を
憎
ん
だ
。
帰
元
昶
は
華
嶽
神
に

罰
さ
れ
、
翌
日
、
赤
水
の
西
で
韋
浦
の
前
に
現
れ
、
自
ら
が
鬼
で
あ
り
、
本
来
の
主

人
馮
六
郎
と
は
河
伯
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
ま
た
韋
浦
が
元
の
勤
務
地
の

県
令
を
授
け
ら
れ
る
こ
と
を
予
言
し
て
去
っ
た
。
そ
の
言
葉
通
り
、韋
浦
は
霍
丘（
安

徽
省
六
安
市
）
令
に
任
じ
ら
れ
、
赴
任
の
途
次
、
再
び
赤
水
の
西
を
通
り
、
帰
元
昶

に
手
向
け
を
し
た
。

鄭
馴
（『
河
東
記
』）
　
門
下
省
の
典
儀
官
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
貞
元
中
の
進
士
、
鄭

馴
は
、
華
隂
県
（
陝
西
省
華
陰
市
）
の
南
に
荘
園
の
あ
る
名
望
家
で
あ
っ
た
。
渭
橋
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の
給
納
判
官
高
叔
讓
と
親
し
く
し
て
い
た
が
、高
の
家
で
膾
を
食
べ
て
霍
乱
を
発
し
、

死
ん
で
し
ま
っ
た
。
暑
い
時
分
で
あ
っ
た
の
で
、
高
の
方
で
手
厚
く
棺
や
副
葬
品
を

整
え
、
十
数
日
を
か
け
て
棺
を
華
陰
県
に
帰
し
た
。
そ
の
頃
、
村
の
士
人
の
李
古
道

は
、
潼
関
の
西
、
永
豊
倉
路
で
鄭
馴
が
多
く
の
車
や
下
僕
を
引
き
連
れ
て
い
る
の
に

遇
い
、
華
陰
の
岳
廟
の
近
く
ま
で
同
道
し
た
。
そ
の
後
、
李
古
道
は
、
既
に
鄭
馴
が

亡
く
な
っ
て
お
り
、
昨
晩
、
棺
が
荘
園
に
帰
っ
た
こ
と
を
県
城
で
聞
い
て
、
急
ぎ
荘

園
に
向
か
い
、
そ
の
事
実
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
我
が
身
に
禍
が
あ
る
こ
と
を
心
配

し
た
。
そ
の
後
も
都
の
繁
華
街
で
鄭
馴
に
行
き
会
っ
た
者
ら
が
お
り
、
鄭
馴
の
様
子

は
李
古
道
が
見
た
の
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

魏
朋（『
玄
怪
録
』）　
建
州（
福
建
省
）の
刺
史
で
あ
っ
た
魏
朋
は
、退
官
後
、南
昌（
江

西
省
南
昌
市
）
に
客
居
し
て
い
た
。
詩
を
作
る
趣
味
な
ど
な
い
人
物
で
あ
っ
た
が
、

病
気
で
意
識
を
失
っ
た
後
、
誰
か
に
導
か
れ
る
よ
う
に
筆
を
求
め
て
詩
を
書
い
た
。

内
容
は
、
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
に
葬
ら
れ
た
女
鬼
が
夫
に
忘
れ
去
ら
れ
る
寂
し

さ
を
詠
ん
だ
も
の
で
、
ま
る
で
亡
妻
が
魏
に
向
け
て
書
い
た
よ
う
な
詩
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
十
日
余
り
し
て
、
魏
は
死
ん
だ
。

道
政
坊
宅
（『
乾
𦠆
子
』）
　
貞
元
中
、
長
安
の
道
政
里
十
字
街
の
東
に
小
さ
な
屋
敷

が
あ
り
、
住
む
者
に
必
ず
災
い
が
起
き
た
。
た
だ
、
当
時
の
進
士
の
房
次
卿
は
、
借

り
て
住
ん
で
も
何
事
も
な
く
、
世
人
に
も
て
囃
さ
れ
た
。
後
に
東
平
節
度
使
（
淄
青

平
盧
節
度
使
）
の
李
師
古
が
買
い
取
っ
て
進
奏
院
（
節
度
使
が
首
都
に
設
置
し
た
機

関
）
と
し
た
。
進
士
に
合
格
し
た
ば
か
り
の
李
章
武
は
、
早
朝
、
人
の
出
払
っ
た
、

こ
の
屋
敷
で
、傴
僂
の
翁
と
、人
や
驢
馬
の
骨
を
盛
っ
た
天
秤
籠
を
担
い
だ
媼
が
「
四

娘
子
、
ど
う
し
た
の
だ
ね
」「
高
八
丈
殿
、
最
近
は
騒
が
し
い
の
で
、
こ
の
屋
敷
を

去
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
。
あ
る
人
は
「
李
章
武
は
こ

の
よ
う
な
人
だ
か
ら
、
美
女
と
そ
の
装
飾
品
を
手
に
入
れ
た
の
だ
」（
こ
の
言
葉
の

意
味
は
分
析
部
分
で
解
説
す
る
）
と
言
っ
た
。

鄭
瓊
羅
（『
酉
陽
雑
俎
』）
　
貞
元
の
末
、
段
文
昌
の
從
弟
の
某
は
信
安
（
浙
江
省
衢

州
市
）
か
ら
洛
陽
に
帰
る
旅
で
瓜
洲
（
江
蘇
省
揚
州
市
）
で
船
中
に
宿
泊
し
、
晩
に

琴
を
奏
で
る
と
外
で
嗟
嘆
す
る
人
が
い
た
。
そ
の
夜
、
憔
悴
し
て
衣
服
も
ぼ
ろ
ぼ
ろ

の
女
が
夢
に
現
れ
、
鄭
瓊
羅
と
名
乗
っ
た
。
も
と
は
丹
徒
（
江
蘇
省
鎮
江
市
）
に
住

ん
で
い
た
が
身
寄
り
を
無
く
し
、
揚
子
県
（
江
蘇
省
儀
徴
市
）
に
来
た
が
、
市
吏
の

息
子
に
乱
暴
さ
れ
そ
う
に
な
っ
て
自
害
し
、
夢
告
や
冤
気
で
訴
え
よ
う
と
し
た
も
の

の
県
令
に
伝
わ
ら
ず
、
恨
み
を
抱
い
た
ま
ま
四
十
年
が
過
ぎ
、
琴
の
音
に
引
か
れ
て

現
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
某
は
洛
北
の
河
清
県
（
河
南
孟
津
县
）
温
谷
に
住

む
妻
の
弟
、
樊
元
則
を
訪
ね
た
。
樊
は
特
殊
な
方
術
を
使
う
こ
と
が
出
来
、
某
に
女

鬼
が
つ
い
て
来
て
い
る
と
見
抜
い
て
、
灯
火
を
掲
げ
、
香
を
焚
い
て
お
祓
い
を
行
っ

た
。
す
る
と
女
鬼
が
筆
と
紙
を
求
め
た
の
で
灯
火
の
影
に
投
げ
て
や
る
と
、
暫
く
し

て
落
ち
て
き
た
紙
に
は
幽
霊
の
恨
み
を
述
べ
た
七
言
詩
二
百
六
十
二
文
字
が
書
か
れ

て
い
た
。
鬼
の
書
い
た
も
の
は
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
と
言
っ
て
、
樊
は
詩
を
書
き

写
さ
せ
た
。
明
け
方
に
は
、
紙
は
煤
で
汚
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
字
は
も
う
消

え
て
い
た
。
夕
方
に
酒
食
や
紙
銭
を
供
え
て
紙
を
焼
く
と
、
灰
が
真
っ
直
ぐ
上
っ
て

行
き
、
悲
泣
す
る
声
が
聞
こ
え
た
。

巻
三
四
一
「
鬼　

二
十
六
」
は
、
巻
三
四
○
「
鬼　

二
十
五
」
に
引
き
続
き
、
徳
宗

の
貞
元
年
間
の
出
来
事
を
記
す
。
多
く
の
話
は
主
人
公
は
進
士
で
あ
り
、
安
史
の
乱

以
降
、
貴
族
階
級
が
衰
退
し
て
ゆ
き
、
科
挙
官
僚
が
進
出
し
て
く
る
時
代
相
が
窺
わ

れ
る
。

冥
婚
譚

「
李
赤
」
は
、
駅
亭
に
巣
く
う
女
鬼
が
客
を
縊
殺
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
類
型
的

な
説
話
で
、
巻
三
三
七
「
鬼　

二
十
二
」
所
収
「
李
咸
」
も
同
系
統
の
説
話
で
あ
る
。

本
話
は
鬼
が
場
所
に
縛
ら
れ
ず
、旅
の
目
的
地
ま
で
追
っ
て
く
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
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そ
の
家
の
元
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
り
、外
か
ら
来
た
り
鬼
の
出
自
も
様
々
で
あ
る
が
、

振
る
舞
い
も
騒
霊
現
象
程
度
か
ら
家
人
の
命
を
奪
う
話
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
。
食
を

盗
む
、
食
を
求
め
る
と
い
う
要
素
が
多
く
の
話
に
見
ら
れ
る
。
例
は
多
く
な
い
が
、

そ
の
家
の
人
を
助
け
る
鬼
の
話
も
あ
る
。

⑦
冥
事
占
判
譚 

　
人
の
運
命
（
冥
事
）
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
こ
と
が
鬼

の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
、
優
れ
た
道
士
な
ど
は
、
鬼
と
同
じ
よ
う
に
冥
事

の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
人
間
が
、
人
の
運
命
に
関
す
る
情
報
を

知
り
、
予
言
し
た
り
運
命
を
操
作
し
た
り
す
る
話
。

本
稿
で
は
巻
三
四
一
「
鬼　

二
十
六
」
か
ら
巻
三
四
五
「
鬼　

三
十
」
ま
で
の
全
所
収

話
の
標
題
と
談
刻
本
『
太
平
広
記
』
に
記
す
典
拠
、
説
話
内
容
の
概
略
を
掲
げ ）

5
（

、
そ
れ

ら
を
右
に
掲
げ
た
話
型
一
覧
に
基
づ
き
、
話
型
毎
に
分
類
し
た
上
で
分
析
を
行
う
。

一　

台
頭
す
る
進
士
階
級
―
巻
三
四
一
「
鬼　

二
十
六
」
―
（
唐
徳
宗
・
貞
元
年
間
）

李
俊
（『
続
玄
怪
録
』）
　
進
士
科
の
試
験
に
何
度
も
落
第
し
て
い
た
李
俊
は
、
貞
元

二
年
（
７
８
６
）
の
試
験
の
合
格
発
表
の
前
日
、
偶
然
、
冥
官
に
饅
頭
を
恵
ん
で
や

り
、
自
分
が
不
合
格
で
あ
る
事
を
告
げ
ら
れ
、
冥
府
の
名
簿
に
記
さ
れ
た
合
格
者
の

名
を
自
分
の
名
に
書
き
換
え
て
貰
っ
た
。
そ
の
際
、
は
じ
め
は
李
夷
簡
の
名
を
書
き

換
え
よ
う
と
し
た
が
許
さ
れ
ず
、
李
温
の
名
を
書
き
換
え
た
。
そ
し
て
、
現
世
の
実

際
の
名
簿
も
、
知
人
で
あ
る
國
子
祭
酒
の
包
佶
が
尽
力
し
、
冥
府
の
名
簿
と
同
じ
よ

う
に
李
温
の
名
が
李
俊
と
書
き
換
え
ら
れ
、
合
格
で
き
た
。
そ
の
後
、
李
俊
は
官
途

に
お
い
て
何
度
も
降
格
さ
れ
た
後
、岳
州
（
湖
南
省
岳
陽
県
）
の
刺
史
と
な
っ
た
が
、

ま
も
な
く
死
ん
だ
。

李
赤
（『
独
異
志
』）
　
貞
元
年
間
（
７
８
５
〜
８
０
５
）、呉
郡
（
江
蘇
省
・
浙
江
省
）

の
進
士
李
赤
は
、
趙
敏
之
と
閩
（
福
建
省
）
に
行
く
途
中
、
衢
州
信
安
（
浙
江
省
衢

州
市
）
近
く
の
駅
亭
で
夕
暮
れ
に
女
鬼
に
取
り
憑
か
れ
、「
郭
氏
の
聟
に
選
ば
れ
ま

し
た
」
と
親
に
書
き
置
き
し
、
女
鬼
に
縊
り
殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
趙
が
大
声
を

上
げ
て
女
鬼
を
追
い
払
い
、
翌
日
は
建
中
駅
亭
に
宿
泊
し
た
が
、
白
昼
に
李
赤
が
い

な
く
な
り
、厠
に
座
っ
て
い
る
の
を
趙
が
見
つ
け
る
と
、儀
式
を
邪
魔
さ
れ
た
と
怒
っ

た
。
十
日
後
、
閩
に
到
着
し
、
現
地
の
役
人
に
李
赤
の
旧
知
が
お
り
宴
席
を
設
け
て

く
れ
た
が
、
ま
た
李
赤
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
趙
が
慌
て
て
厠
を
探
す
と
、
李
赤
は

地
に
伏
し
て
息
絶
え
て
い
た
。

韋
浦
（『
河
東
記
』）
　
韋
浦
は
寿
州
（
安
徽
省
）
か
ら
任
官
の
た
め
都
に
行
く
途
中
、

閿
郷
（
河
南
省
閿
郷
県
）
の
宿
で
帰
元
昶
と
い
う
男
を
下
僕
に
雇
っ
た
。
帰
元
昶
は

主
人
の
馮
六
郎
、
絳
州
（
山
西
省
）
の
軒
轅
四
郎
と
共
に
閿
郷
に
や
っ
て
来
た
が
、

主
人
と
仲
違
い
し
て
置
き
去
り
に
さ
れ
、
関
所
を
通
れ
な
く
な
っ
た
の
で
同
行
さ
せ

て
欲
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
茶
屋
で
休
ん
だ
際
、
帰
元
昶
は
ひ
そ
か
に
術
で
金

縛
り
に
し
た
茶
屋
の
牛
を
、
皆
の
前
で
治
し
て
み
せ
て
茶
屋
の
主
人
か
ら
茶
二
斤
を

せ
し
め
、
そ
れ
を
韋
浦
に
献
上
し
た
。
潼
関
の
宿
に
宿
泊
す
る
と
、
帰
元
昶
は
門
前

で
遊
ん
で
い
た
宿
の
幼
い
息
子
を
背
中
を
つ
い
て
悶
絶
さ
せ
た
。
宿
の
主
人
は
巫
女

を
呼
び
、
巫
女
が
琵
琶
を
奏
で
て
迎
え
た
金
天
が
帰
元
昶
の
仕
業
と
見
抜
き
、
子
供

を
蘇
生
さ
せ
る
方
法
を
示
し
た
。
韋
浦
も
帰
元
昶
を
憎
ん
だ
。
帰
元
昶
は
華
嶽
神
に

罰
さ
れ
、
翌
日
、
赤
水
の
西
で
韋
浦
の
前
に
現
れ
、
自
ら
が
鬼
で
あ
り
、
本
来
の
主

人
馮
六
郎
と
は
河
伯
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
、
ま
た
韋
浦
が
元
の
勤
務
地
の

県
令
を
授
け
ら
れ
る
こ
と
を
予
言
し
て
去
っ
た
。
そ
の
言
葉
通
り
、韋
浦
は
霍
丘（
安

徽
省
六
安
市
）
令
に
任
じ
ら
れ
、
赴
任
の
途
次
、
再
び
赤
水
の
西
を
通
り
、
帰
元
昶

に
手
向
け
を
し
た
。

鄭
馴
（『
河
東
記
』）
　
門
下
省
の
典
儀
官
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
貞
元
中
の
進
士
、
鄭

馴
は
、
華
隂
県
（
陝
西
省
華
陰
市
）
の
南
に
荘
園
の
あ
る
名
望
家
で
あ
っ
た
。
渭
橋
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冥
事
占
判
譚

「
李
俊
」
で
は
、
人
間
の
他
の
運
命
同
様
、
毎
回
の
科
挙
の
結
果
も
冥
界
に
お
い

て
予
め
定
め
ら
れ
て
お
り
、
冥
官
の
手
に
あ
る
名
簿
を
書
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
世
の
合
格
者
名
簿
も
連
動
し
て
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、

柳
宗
元
と
交
流
の
あ
っ
た
李
夷
簡
の
名
が
、
書
き
換
え
る
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
名
と

し
て
登
場
す
る
。
こ
れ
は
李
夷
簡
が
後
に
尚
書
左
僕
射
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い

る
の
で
あ
る
。『
太
平
広
記
』
巻
一
七
二
「
精
察　

二
」
に
は
、
進
士
科
合
格
前
の
県
丞

で
あ
っ
た
李
夷
簡
が
、
朱
泚
の
乱
の
際
に
、
賊
軍
の
使
者
を
見
抜
い
た
こ
と
を
記
す
。

 二　

亡
国
の
記
憶
―
巻
三
四
二　

鬼
二
十
七
―
（
唐
徳
宗
・
貞
元
年
間
）

独
孤
穆
（『
異
聞
録
』）
　
貞
元
中
（
７
８
５
〜
８
０
５
）、
河
南
（
河
南
省
）
洛
陽

の
独
孤
穆
は
淮
南
（
安
徽
省
淮
南
市
）
へ
の
旅
で
、
夜
、
大
儀
県
（
江
蘇
省
儀
徴
市
）

の
宿
に
向
か
っ
て
い
た
が
、
馬
に
乗
る
美
し
い
侍
女
を
見
て
声
を
か
け
、
そ
の
女
の

住
む
館
へ
つ
い
て
行
っ
た
。
侍
女
に
、
あ
な
た
は
隋
の
将
軍
で
あ
っ
た
独
孤
盛
の
子

孫
で
は
な
い
か
と
尋
ね
ら
れ
、
穆
が
八
代
目
の
孫
で
あ
る
と
答
え
る
と
、
彼
女
の
仕

え
る
十
三
四
歳
の
美
女
、
楊
県
主
が
手
厚
く
も
て
な
し
て
く
れ
た
。
楊
県
主
は
、
隋

の
煬
帝
の
次
男
斉
王
（
楊
暕
）
の
娘
で
、
二
百
年
前
、
隋
が
滅
亡
し
た
時
、
父
と
と

も
に
殺
害
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
大
臣
や
宿
将
の
中
で
独
孤
盛
だ
け
が
賊
軍
に
抵
抗

し
て
奮
戦
し
た
。
県
主
は
賊
に
迫
ら
れ
、
相
手
を
罵
っ
て
殺
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

穆
は
、
隋
末
の
人
や
出
来
事
に
つ
い
て
尋
ね
、
県
主
の
話
は
、
ほ
ぼ
『
隋
史
』
と
同

じ
で
あ
っ
た
。共
に
飲
酒
し
、県
主
は
悲
し
み
や
穆
へ
の
想
い
を
詩
に
し
て
穆
に
贈
っ

た
。
穆
は
そ
の
文
才
に
驚
き
、
返
礼
に
自
ら
も
詩
を
賦
し
た
。
や
が
て
大
将
軍
来
護

児
の
歌
妓
も
呼
ば
れ
て
数
曲
歌
い
、
酒
宴
に
興
を
添
え
た
。
彼
女
も
当
時
殺
害
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
穆
と
県
主
は
歌
で
想
い
を
伝
え
合
い
、
そ
の
夜
、
夫
婦
の
契
り
を

変
鬼
帰
還
譚

「
鄭
馴
」
の
主
人
公
鄭
馴
は
、
科
挙
に
合
格
し
た
進
士
で
あ
る
が
、
都
か
ら
遠
く

な
い
華
陰
県
に
荘
園
を
持
つ
貴
族
で
も
あ
る
。
死
後
も
都
の
繁
華
街
に
出
没
す
る
鄭

馴
が
引
き
連
れ
る
豪
勢
な
行
列
は
、
実
は
副
葬
品
で
あ
る
冥
器
に
過
ぎ
な
い
。
没
落

し
て
ゆ
く
貴
族
階
級
の
空
疎
さ
を
象
徴
す
る
鬼
で
あ
る
。
鄭
氏
の
始
祖
に
つ
い
て
、

『
鄭
氏
宗
譜
』（
裕
昆
堂　

民
国
二
〇
年
）
に
「
鄭
友
。
周
宣
王
封
弟
友
於
鄭
、
其
地

載
榮
陽
宛
林
、
秦
京
兆
漢
華
陰
鄭
県
是
也
。
後
裔
以
国
為
氏
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

「
魏
朋
」
は
、
亡
妻
が
魏
に
取
り
憑
い
て
詩
を
書
か
せ
、
更
に
黄
泉
路
に
連
れ
て

行
っ
た
と
解
釈
す
べ
き
話
で
あ
る
こ
と
が
、
話
中
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

鬼
神
遭
遇
譚
は
、
鬼
が
人
を
害
す
る
話
が
多
い
が
、
人
の
手
助
け
を
す
る
話
も
あ

り
、「
韋
浦
」
は
後
者
と
い
う
事
に
な
る
。
た
だ
、
仕
え
る
主
人
を
利
す
る
た
め
に
他

人
の
牛
や
子
供
を
害
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
や

は
り
鬼
が
人
を
害
す
る
話
と
な
る
。

「
鄭
瓊
羅
」
の
冒
頭
に
名
の
見
え
る
段
文
昌
は
、『
酉
陽
雑
俎
』
の
作
者
段
成
式
の

父
で
あ
る
。
同
巻
の
「
魏
朋
」
も
そ
う
で
あ
る
が
、
鬼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
詩
に
対

す
る
興
味
が
説
話
の
核
と
な
っ
て
い
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
道
政
坊
宅
」
で
李
章
武
の
こ
と
を
「
こ
の
よ
う
な
人
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
い
る

の
は
、
凶
宅
の
原
因
と
思
し
き
二
鬼
と
遭
遇
し
て
も
な
ん
と
も
な
か
っ
た
よ
う
な
男

だ
か
ら
、
女
鬼
と
愛
し
合
い
、
そ
の
宝
の
玉
を
貰
う
こ
と
も
出
来
た
の
だ
、
と
い
う

意
味
と
考
え
ら
れ
る
。「
李
章
武
」（
巻
三
四
○
「
鬼　

二
十
五
」
所
収
）
に
お
い
て
、

李
章
武
が
恋
人
の
女
鬼
か
ら
靺
鞨
の
玉
を
貰
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
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結
ん
だ
。
県
主
の
気
は
昂
ぶ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
体
は
冷
た
か
っ

た
。
県
主
は
穆
に
淮
南
か
ら
の
帰
り
に
自
分
の
遺
体
を
掘
り
出
し
、
洛
陽
の
北
の
丘

に
改
葬
す
る
よ
う
依
頼
し
た
。
ま
た
、
彼
女
を
妾
に
し
よ
う
と
狙
っ
て
い
る
悪
王
鬼

の
妨
害
へ
の
対
策
と
し
て
、
淮
南
の
道
士
王
善
交
の
護
符
が
鬼
神
を
制
す
る
こ
と
を

教
え
た
。
穆
は
淮
南
で
王
善
交
か
ら
護
符
を
入
手
し
、
悪
王
の
墓
の
辺
り
で
旋
風
に

襲
わ
れ
た
が
、
こ
れ
を
止
め
た
。
正
月
に
江
南
か
ら
還
り
、
県
主
の
骸
骨
を
掘
り
出

し
、
洛
陽
に
戻
っ
て
安
善
門
外
に
改
葬
し
た
。
そ
の
夜
、
村
の
別
荘
に
泊
ま
っ
て
い

た
穆
の
前
に
県
主
が
立
派
な
車
に
乗
り
、
お
付
き
の
者
を
従
え
て
現
れ
、
己
卯
の
歳

に
な
れ
ば
お
会
い
で
き
ま
す
と
言
い
、
そ
の
夜
は
泊
ま
り
、
翌
朝
去
っ
て
行
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
穆
が
語
り
、
親
し
い
友
人
や
親
戚
は
皆
知
っ
て
い
た
。
貞
元
十
五

年
（
７
９
９
）
己
卯
の
歳
、
明
け
方
に
穆
が
外
出
し
よ
う
と
す
る
と
県
主
の
使
い
の

車
数
輛
が
現
れ
、
穆
は
再
会
の
日
が
来
た
か
と
言
っ
た
。
そ
の
朝
、
独
孤
穆
は
急
に

病
付
い
て
死
亡
し
、
県
主
に
合
葬
さ
れ
た
。

華
州
参
軍（『
乾
𦠆
子
』）　
華
州（
陝
西
省
）の
柳
参
軍（
柳
生
）は
名
族
の
出
で
あ
っ

た
が
、
親
兄
弟
も
欲
も
な
く
、
官
職
を
捨
て
長
安
で
ぶ
ら
ぶ
ら
し
て
い
た
。
三
月
三

日
に
曲
江
の
浅
瀬
に
車
を
止
め
て
蓮
の
花
を
摘
ま
せ
る
美
女
に
見
つ
め
ら
れ
、
そ
の

車
を
馬
で
追
い
、
美
女
が
永
崇
里
に
母
と
暮
ら
す
崔
氏
で
あ
る
事
を
知
っ
た
。
崔
氏

の
伯
父
で
あ
る
執
金
吾
の
王
が
、
息
子
と
崔
氏
を
縁
組
み
さ
せ
る
よ
う
崔
氏
の
母
に

言
っ
た
が
、
崔
氏
は
柳
生
に
一
目
惚
れ
し
て
お
り
、
王
家
に
嫁
ぐ
こ
と
を
嫌
が
っ
た
。

母
は
兄
の
言
う
こ
と
に
逆
ら
え
ず
結
婚
を
承
知
し
た
が
、
崔
氏
の
柳
生
へ
の
気
持
ち

が
深
い
こ
と
を
知
り
、
侍
女
の
軽
紅
に
、
秘
か
に
柳
生
と
崔
氏
を
結
婚
さ
せ
て
し
ま

い
た
い
旨
を
、
柳
生
に
伝
え
さ
せ
た
。
柳
生
は
は
じ
め
軽
紅
の
誘
い
と
勘
違
い
し
て

喜
ん
だ
が
、
事
情
を
聞
き
、
大
喜
び
で
結
納
金
を
準
備
し
て
崔
氏
と
結
婚
し
、
夫
婦

は
軽
紅
も
連
れ
て
金
城
里
に
居
を
構
え
た
。
母
は
、崔
氏
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
を
、

兄
の
息
子
が
婚
礼
を
待
た
ず
に
拐
か
し
た
の
だ
と
欺
き
、
王
は
自
分
の
息
子
を
鞭

打
っ
た
。
そ
の
後
、
崔
氏
の
母
が
亡
く
な
り
、
そ
の
喪
に
柳
生
夫
婦
が
赴
く
と
、
そ

れ
を
王
の
息
子
が
見
て
、
父
に
告
げ
た
。
訴
訟
に
な
り
、
王
家
の
方
が
先
に
結
納
を

行
っ
て
い
た
の
で
、
崔
氏
は
王
の
息
子
の
妻
と
な
っ
た
。
王
の
息
子
の
王
生
は
崔
氏

を
好
い
て
い
た
の
で
、
過
去
に
こ
だ
わ
ら
な
か
っ
た
。
や
が
て
父
の
王
が
死
に
、
王

家
は
崇
義
里
に
転
居
し
た
。
崔
氏
は
王
生
に
仕
え
る
の
が
憂
鬱
で
、
軽
紅
に
柳
生
が

ま
だ
金
城
里
に
住
ん
で
い
る
こ
と
を
調
べ
さ
せ
て
二
人
で
会
い
に
行
き
、
柳
生
と
三

人
で
群
賢
里
に
住
ん
だ
が
、
夫
に
見
つ
か
り
連
れ
戻
さ
れ
た
。
崔
氏
は
な
ん
と
か
戻

る
の
を
免
れ
よ
う
と
妊
娠
に
託
け
た
が
、
王
生
の
想
い
は
深
く
、
責
め
る
こ
と
な
く
、

ま
た
妻
と
し
た
。
柳
生
は
江
陵
（
湖
北
省
荊
州
市
）
に
去
っ
た
。
二
年
後
、
崔
氏
と

軽
紅
が
相
継
い
で
亡
く
な
り
、
王
生
は
深
く
悲
し
ん
だ
。
春
二
月
、
そ
の
死
を
知
ら

ぬ
ま
ま
崔
氏
を
思
う
柳
生
の
前
に
、
王
生
と
は
別
れ
た
の
だ
と
言
っ
て
崔
氏
と
軽
紅

が
現
れ
、二
年
間
と
も
に
暮
ら
し
た
。し
か
し
、王
生
の
か
つ
て
の
下
僕
に
見
つ
か
り
、

王
生
が
江
陵
に
や
っ
て
来
た
。
王
生
は
門
外
か
ら
崔
氏
が
化
粧
を
し
て
い
る
姿
を
見

て
絶
叫
し
た
。
崔
氏
は
王
生
に
対
し
て
恨
み
は
な
く
、
柳
生
は
王
生
を
賓
客
の
よ
う

に
も
て
な
し
た
。
に
わ
か
に
崔
氏
が
い
な
く
な
り
、
柳
生
と
王
生
は
不
思
議
が
る
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
二
人
は
共
に
長
安
に
行
き
、
崔
氏
の
墓
を
開
く
と
、
江
陵
で
使
っ

て
い
た
化
粧
品
が
入
っ
て
お
り
、
衣
服
や
遺
体
も
傷
ん
で
い
な
か
っ
た
。
軽
紅
も
同

様
で
あ
っ
た
。
柳
生
と
王
生
は
、
改
め
て
二
人
を
葬
り
、
終
南
山
（
陝
西
省
）
の
道

観
に
入
り
、
帰
ら
な
か
っ
た
。

趙
叔
牙
（『
祥
異
記
』）
　
貞
元
十
四
年
（
７
９
８
）
夏
五
月
、
旱
魃
が
起
き
た
。
徐

州
（
江
蘇
省
徐
州
市
）
の
無
役
の
将
軍
、
趙
叔
牙
は
、
新
居
に
現
れ
た
呉
の
時
代
の

人
、
劉
得
言
の
鬼
に
頼
ま
れ
、
趙
の
寝
台
の
下
に
埋
ま
っ
て
い
た
劉
の
骸
骨
を
掘
り

出
し
、
劉
の
妻
の
墓
で
あ
る
城
南
の
台
雨
山
の
麓
に
あ
る
大
樹
の
東
に
葬
っ
た
。
劉

は
趙
に
感
謝
し
、
三
日
以
内
に
雨
が
降
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
長
史
（
大
都
督
の
幕

僚
長
の
意
で
あ
る
が
、
節
度
使
を
指
す
）
に
告
げ
る
よ
う
言
っ
た
。
し
か
し
、
趙
は
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冥
事
占
判
譚

「
李
俊
」
で
は
、
人
間
の
他
の
運
命
同
様
、
毎
回
の
科
挙
の
結
果
も
冥
界
に
お
い

て
予
め
定
め
ら
れ
て
お
り
、
冥
官
の
手
に
あ
る
名
簿
を
書
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

現
世
の
合
格
者
名
簿
も
連
動
し
て
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、

柳
宗
元
と
交
流
の
あ
っ
た
李
夷
簡
の
名
が
、
書
き
換
え
る
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
名
と

し
て
登
場
す
る
。
こ
れ
は
李
夷
簡
が
後
に
尚
書
左
僕
射
と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
い

る
の
で
あ
る
。『
太
平
広
記
』
巻
一
七
二
「
精
察　

二
」
に
は
、
進
士
科
合
格
前
の
県
丞

で
あ
っ
た
李
夷
簡
が
、
朱
泚
の
乱
の
際
に
、
賊
軍
の
使
者
を
見
抜
い
た
こ
と
を
記
す
。

 二　

亡
国
の
記
憶
―
巻
三
四
二　

鬼
二
十
七
―
（
唐
徳
宗
・
貞
元
年
間
）

独
孤
穆
（『
異
聞
録
』）
　
貞
元
中
（
７
８
５
〜
８
０
５
）、
河
南
（
河
南
省
）
洛
陽

の
独
孤
穆
は
淮
南
（
安
徽
省
淮
南
市
）
へ
の
旅
で
、
夜
、
大
儀
県
（
江
蘇
省
儀
徴
市
）

の
宿
に
向
か
っ
て
い
た
が
、
馬
に
乗
る
美
し
い
侍
女
を
見
て
声
を
か
け
、
そ
の
女
の

住
む
館
へ
つ
い
て
行
っ
た
。
侍
女
に
、
あ
な
た
は
隋
の
将
軍
で
あ
っ
た
独
孤
盛
の
子

孫
で
は
な
い
か
と
尋
ね
ら
れ
、
穆
が
八
代
目
の
孫
で
あ
る
と
答
え
る
と
、
彼
女
の
仕

え
る
十
三
四
歳
の
美
女
、
楊
県
主
が
手
厚
く
も
て
な
し
て
く
れ
た
。
楊
県
主
は
、
隋

の
煬
帝
の
次
男
斉
王
（
楊
暕
）
の
娘
で
、
二
百
年
前
、
隋
が
滅
亡
し
た
時
、
父
と
と

も
に
殺
害
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
大
臣
や
宿
将
の
中
で
独
孤
盛
だ
け
が
賊
軍
に
抵
抗

し
て
奮
戦
し
た
。
県
主
は
賊
に
迫
ら
れ
、
相
手
を
罵
っ
て
殺
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

穆
は
、
隋
末
の
人
や
出
来
事
に
つ
い
て
尋
ね
、
県
主
の
話
は
、
ほ
ぼ
『
隋
史
』
と
同

じ
で
あ
っ
た
。共
に
飲
酒
し
、県
主
は
悲
し
み
や
穆
へ
の
想
い
を
詩
に
し
て
穆
に
贈
っ

た
。
穆
は
そ
の
文
才
に
驚
き
、
返
礼
に
自
ら
も
詩
を
賦
し
た
。
や
が
て
大
将
軍
来
護

児
の
歌
妓
も
呼
ば
れ
て
数
曲
歌
い
、
酒
宴
に
興
を
添
え
た
。
彼
女
も
当
時
殺
害
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
穆
と
県
主
は
歌
で
想
い
を
伝
え
合
い
、
そ
の
夜
、
夫
婦
の
契
り
を

変
鬼
帰
還
譚

「
鄭
馴
」
の
主
人
公
鄭
馴
は
、
科
挙
に
合
格
し
た
進
士
で
あ
る
が
、
都
か
ら
遠
く

な
い
華
陰
県
に
荘
園
を
持
つ
貴
族
で
も
あ
る
。
死
後
も
都
の
繁
華
街
に
出
没
す
る
鄭

馴
が
引
き
連
れ
る
豪
勢
な
行
列
は
、
実
は
副
葬
品
で
あ
る
冥
器
に
過
ぎ
な
い
。
没
落

し
て
ゆ
く
貴
族
階
級
の
空
疎
さ
を
象
徴
す
る
鬼
で
あ
る
。
鄭
氏
の
始
祖
に
つ
い
て
、

『
鄭
氏
宗
譜
』（
裕
昆
堂　

民
国
二
〇
年
）
に
「
鄭
友
。
周
宣
王
封
弟
友
於
鄭
、
其
地

載
榮
陽
宛
林
、
秦
京
兆
漢
華
陰
鄭
県
是
也
。
後
裔
以
国
為
氏
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 

「
魏
朋
」
は
、
亡
妻
が
魏
に
取
り
憑
い
て
詩
を
書
か
せ
、
更
に
黄
泉
路
に
連
れ
て

行
っ
た
と
解
釈
す
べ
き
話
で
あ
る
こ
と
が
、
話
中
で
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

鬼
神
遭
遇
譚
は
、
鬼
が
人
を
害
す
る
話
が
多
い
が
、
人
の
手
助
け
を
す
る
話
も
あ

り
、「
韋
浦
」
は
後
者
と
い
う
事
に
な
る
。
た
だ
、
仕
え
る
主
人
を
利
す
る
た
め
に
他

人
の
牛
や
子
供
を
害
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
や

は
り
鬼
が
人
を
害
す
る
話
と
な
る
。

「
鄭
瓊
羅
」
の
冒
頭
に
名
の
見
え
る
段
文
昌
は
、『
酉
陽
雑
俎
』
の
作
者
段
成
式
の

父
で
あ
る
。
同
巻
の
「
魏
朋
」
も
そ
う
で
あ
る
が
、
鬼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
詩
に
対

す
る
興
味
が
説
話
の
核
と
な
っ
て
い
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
道
政
坊
宅
」
で
李
章
武
の
こ
と
を
「
こ
の
よ
う
な
人
だ
か
ら
」
と
言
っ
て
い
る

の
は
、
凶
宅
の
原
因
と
思
し
き
二
鬼
と
遭
遇
し
て
も
な
ん
と
も
な
か
っ
た
よ
う
な
男

だ
か
ら
、
女
鬼
と
愛
し
合
い
、
そ
の
宝
の
玉
を
貰
う
こ
と
も
出
来
た
の
だ
、
と
い
う

意
味
と
考
え
ら
れ
る
。「
李
章
武
」（
巻
三
四
○
「
鬼　

二
十
五
」
所
収
）
に
お
い
て
、

李
章
武
が
恋
人
の
女
鬼
か
ら
靺
鞨
の
玉
を
貰
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
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雨
乞
い
の
祈
祷
を
行
っ
て
三
日
以
内
に
雨
を
降
ら
せ
る
と
節
度
使
張
建
封
に
申
し
出

て
、
石
仏
山
に
祭
壇
を
設
け
た
。
三
日
目
に
な
っ
て
も
雨
は
降
ら
ず
、
当
時
、
徐
州

は
反
乱
軍
と
隣
接
し
て
い
た
の
で
、張
建
封
は
趙
の
行
動
を
何
ら
か
の
陰
謀
と
考
え
、

夕
刻
、
趙
を
杖
殺
し
た
。
夜
に
大
雨
に
な
り
、
趙
の
た
め
祭
祀
が
行
わ
れ
、
趙
の
息

子
が
散
騎
常
侍
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。
趙
叔
牙
は
鬼
の
知
ら
せ
て
く
れ
た
雨
の
降

る
時
期
を
隠
し
て
自
業
自
得
で
死
ん
だ
の
だ
と
人
々
は
言
っ
た
。

周
済
川
（『
祥
異
記
』）
　
汝
南
（
河
南
省
・
安
徽
省
）
の
周
済
川
は
、
兄
弟
み
な
学

問
を
好
ん
だ
。
揚
州
（
江
蘇
省
揚
州
市
）
の
別
荘
で
講
義
を
受
け
、
皆
が
就
寝
し
た

時
、
窓
外
に
白
骨
の
子
供
が
現
れ
、
挨
拶
の
仕
草
を
し
た
り
し
た
。
済
川
の
弟
の
巨

川
が
怒
鳴
り
つ
け
た
が
、子
供
は
部
屋
に
入
っ
て
き
て「
お
母
ち
ゃ
ん
、お
乳
を
頂
戴
」

と
言
い
、巨
川
が
平
手
打
ち
に
す
る
と
倒
れ
た
が
、猿
の
よ
う
に
素
早
く
寝
台
に
上
っ

た
。
家
の
者
が
刀
や
棒
を
持
っ
て
き
て
打
つ
と
、
関
節
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
が
、

そ
の
度
に
ま
た
元
に
戻
る
の
で
あ
っ
た
。
家
の
者
が
布
袋
に
包
ん
で
捨
て
に
行
く
間

も
、
ま
だ
乳
を
求
め
続
け
た
。
四
五
里
先
の
涸
れ
井
戸
に
捨
て
た
が
、
翌
晩
も
や
っ

て
来
た
の
で
、今
度
は
布
袋
を
縄
で
括
り
、大
石
を
繋
い
で
川
に
沈
め
た
。子
供
は「
昨

日
と
同
じ
よ
う
に
遊
び
に
来
た
だ
け
だ
よ
」と
言
っ
た
。
数
日
し
て
ま
た
来
た
の
で
、

大
木
の
中
を
刳
り
貫
き
、
子
供
を
中
に
入
れ
、
鉄
板
で
両
端
を
塞
ぎ
、
鉄
の
鎖
を
巻

き
付
け
、
巨
石
を
繋
い
で
大
河
に
流
し
た
。
子
供
は
「
棺
桶
に
入
れ
て
見
送
っ
て
く

れ
る
な
ん
て
、あ
り
が
と
う
」
と
言
い
、も
う
来
な
か
っ
た
。
貞
元
十
七
年
（
８
０
１
）

の
こ
と
で
あ
る
。

 

巻
三
四
二
「
鬼　

二
十
七
」
の
説
話
も
、
徳
宗
の
貞
元
年
間
を
時
代
背
景
と
す
る
。

冥
婚
譚
は
、
人
物
の
心
理
を
よ
り
細
や
か
に
表
現
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
安
史

の
乱
と
い
う
亡
国
に
近
い
体
験
の
記
憶
や
、
地
方
軍
閥
の
跋
扈
が
、
時
代
の
空
気
と

し
て
説
話
の
背
後
に
看
取
さ
れ
る
。

冥
婚
譚　

「
独
孤
穆
」
は
、
話
型
と
し
て
は
『
遊
仙
窟
』
を
踏
襲
す
る
も
の
で
あ
り
、「
歴
史

上
の
人
物
と
の
冥
婚
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の
系
譜
に
も
連
な
る
話
で
あ
る
。
県
主
の

父
、
楊
暕
は
眉
目
秀
麗
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
一
時
は
権
勢
を
誇
っ
た
が
、

後
に
失
脚
し
た
人
物
。
本
話
の
特
色
は
、
亡
国
の
悲
し
み
や
真
の
忠
臣
が
如
何
に
稀

少
で
あ
る
か
が
強
調
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
各
人
の
忠
と
不
忠
が
明
ら
か
に
な
っ

た
安
史
の
乱
の
記
憶
が
、
本
話
の
背
景
に
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
出
典
と
し
て
掲

げ
ら
れ
て
い
る
『
異
聞
録
』
は
、『
新
唐
書
』「
芸
文
志
」
に
著
録
さ
れ
る
『
異
聞
集
』

の
誤
り
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る ）

6
（

。

人
妻
が
、
霊
や
蘇
生
者
と
な
っ
て
恋
人
と
暮
ら
し
、
元
の
夫
と
訴
訟
に
な
る
の
は
、

冥
婚
譚
の
一
つ
の
類
型
で
あ
る
が
、「
華
州
参
軍
」
は
生
前
に
訴
訟
問
題
が
起
き
、
鬼

と
な
っ
た
妻
が
二
人
の
夫
の
出
家
の
契
機
に
な
る
と
い
う
点
に
特
色
が
あ
る
。ま
た
、

柳
・
崔
・
王
は
典
型
的
な
名
族
の
姓
で
あ
り
、
本
話
を
貴
族
階
級
の
没
落
と
い
う
点

か
ら
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

鬼
神
遭
遇
譚

鬼
神
の
教
え
て
く
れ
た
情
報
を
利
用
し
て
功
績
を
得
る
の
は
鬼
話
の
類
型
の
一
つ

で
あ
る
が
、「
趙
叔
牙
」
で
は
、
天
災
を
自
ら
の
出
世
に
利
用
と
し
た
趙
叔
牙
の
振
舞

を
、
身
を
破
滅
さ
せ
る
も
の
と
し
て
指
弾
し
て
い
る
。
貞
元
四
年
、
德
宗
は
徐
・
泗
・

濠
の
三
州
を
併
せ
、
徐
泗
濠
節
度
使
を
設
置
し
、
張
建
封
を
任
命
し
た
。
叛
服
常
な

い
平
廬
軍
に
隣
接
す
る
要
衝
と
し
て
重
視
さ
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
。
張
建
封
は
、
死

後
に
司
徒
或
い
は
司
空
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。
本
話
に
お
い
て
、
趙
叔
牙
は
平
廬
軍

の
内
通
者
と
勘
違
い
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
趙
叔
牙
の
息
子
が
任
じ
ら
れ
た
散
騎
常
侍

は
名
誉
職
で
実
権
は
な
い
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
周
済
川
」
に
お
い
て
、
子
供
の
骸
骨
は
お
そ
ら
く
は
野
ざ
ら
し
で
あ
っ
た
の
で
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あ
ろ
う
。
本
質
的
に
は
供
養
を
求
め
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
言
葉
に
出
来

ず
、
い
た
ず
ら
を
繰
り
返
し
た
の
は
子
供
の
鬼
た
る
所
以
か
。
空
洞
に
し
た
大
木
に

押
し
込
め
た
の
が
、
図
ら
ず
も
遺
骨
の
納
棺
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 三　

貴
族
文
化
の
衰
退
―
巻
三
四
三　

鬼
二
十
八
―
（
唐
憲
宗
・
元
和
年
間
）　

陸
喬
（『
宣
室
志
』）
　
元
和
（
８
０
６
〜
８
２
０
）
の
初
め
の
あ
る
夕
、
丹
陽
（
江

蘇
省
鎮
江
市
）
の
進
士
、
陸
喬
の
も
と
を
梁
代
の
文
人
政
治
家
、
沈
約
が
訪
れ
た
。

詩
作
に
秀
で
て
、
客
を
好
む
陸
喬
を
好
ま
し
く
思
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
沈
約
は
、
友

人
の
范
雲
と
、
自
分
の
息
子
の
青
箱
も
呼
ん
で
、
陸
喬
に
紹
介
し
た
。
十
歳
余
り
の

青
箱
は
聡
明
で
、
沈
約
は
自
ら
の
学
問
を
継
承
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
青
箱

は
沈
約
よ
り
先
に
死
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
沈
約
に
命
じ
ら
れ
、
青
箱
は
、
最
近
、
台

城
（
江
蘇
省
南
京
市　

東
晋
か
ら
南
朝
時
代
の
首
都
）
を
通
過
し
た
際
の
感
慨
を
、

都
の
盛
衰
を
主
題
と
す
る
詩
に
詠
ん
だ
。
陸
喬
は
嘆
賞
し
つ
つ
も
、
そ
の
詩
が
、『
文

選
』
に
見
ら
れ
る
斉
梁
体
で
な
く
、
唐
の
沈
佺
期
・
宋
之
問
以
来
の
近
体
詩
で
あ
る

理
由
を
尋
ね
、沈
約
は
、現
代
に
詩
を
作
れ
ば
近
体
に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
言
っ

た
。
范
雲
は
、
南
斉
の
時
代
、
沈
約
・
謝
朓
・
任
昉
ら
と
と
も
に
竟
陵
王
蕭
子
良
の

文
学
サ
ロ
ン
に
出
入
り
し
て
い
た
日
々
（
范
雲
・
沈
約
ら
は
「
竟
陵
八
友
」
と
称
さ

れ
た
）
を
懐
か
し
み
、
梁
の
武
帝
の
即
位
後
は
二
人
と
も
重
臣
と
な
っ
た
が
、
常
に

憂
い
の
中
に
あ
っ
た
と
言
い
、
沈
約
も
た
め
息
を
つ
い
た
。
沈
約
は
、
郢
州
（
湖
北

省
武
漢
市
）
の
蔡
公
（
蔡
興
宗
）
の
記
室
（
秘
書
官
）
で
あ
っ
た
時
、
沈
約
と
范
雲

は
将
来
、
端
揆
（
宰
相
）
に
な
る
が
、
台
司
（
三
公　

大
尉
・
司
徒
・
司
空
）
に
は

な
れ
な
い
と
い
う
夢
告
を
得
て
い
た
こ
と
を
話
し
、
人
事
は
天
命
で
決
ま
っ
て
い
る

と
言
い
、
陸
喬
に
こ
の
地
で
二
年
以
内
に
兵
乱
が
起
き
る
こ
と
を
告
げ
て
去
っ
て

行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
一
年
余
り
し
て
李
錡
の
反
乱
が
起
き
、
更
に
一
年
後
、
陸
喬
は

死
ん
だ
。

廬
江
馮
媼
（『
異
聞
録
』）
　
廬
江
郡
（
安
徽
省
）
の
農
婦
馮
媼
は
、
夫
が
死
に
、
子

も
な
く
、貧
し
く
、村
人
た
ち
か
ら
も
見
捨
て
ら
れ
て
い
た
。
元
和
四
年
（
８
０
９
）、

淮
楚
（
江
蘇
省
・
安
徽
省
の
あ
た
り
）
が
不
作
に
な
り
、
馮
媼
は
舒
（
安
徽
省
廬
江

県　

廬
江
郡
の
郡
治
所
で
あ
っ
た
）
に
食
を
求
め
て
行
く
途
中
、
暗
く
な
っ
て
風
雨

に
遭
い
、
路
傍
の
家
に
一
夜
の
宿
を
求
め
た
。
そ
の
家
で
は
、
三
歳
の
娘
を
連
れ
た

二
十
歳
余
り
の
美
し
い
女
が
、
そ
の
舅
・
姑
に
責
め
ら
れ
て
泣
い
て
い
た
。
女
は
淮

隂
県
（
江
蘇
省
淮
安
市
）
の
県
令
梁
倩
の
娘
で
、鄼
県
（
河
南
省
永
城
市
）
の
丞
（
次

官
）で
あ
る
資
産
家
の
董
江
の
妻
で
あ
っ
た
。
董
江
が
別
の
妻
を
娶
る
こ
と
に
な
り
、

舅
・
姑
は
、
女
の
竹
か
ご
に
入
れ
て
あ
る
裁
縫
道
具
や
祭
祀
に
使
う
道
具
を
取
り
上

げ
、
新
妻
に
渡
そ
う
と
し
て
、
女
を
責
め
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
美
味
し
い
食
事
と

ゆ
っ
く
り
休
め
る
寝
床
を
恵
ん
で
貰
っ
て
、
媼
は
翌
朝
そ
の
家
を
辞
し
た
。
桐
城
県

（
安
徽
省
桐
城
市
）
ま
で
来
る
と
、
豪
邸
で
董
江
の
婚
礼
が
行
わ
れ
て
お
り
、
媼
は

村
人
か
ら
董
江
が
結
婚
す
る
の
は
、
妻
と
娘
が
死
ん
だ
か
ら
だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
媼

が
昨
夜
泊
ま
っ
た
の
は
、
そ
の
墓
の
あ
る
場
所
で
あ
っ
た
。
董
江
は
妖
し
い
妄
言
を

為
す
者
と
し
て
媼
を
追
い
払
っ
た
が
、
村
人
た
ち
は
媼
の
話
に
感
嘆
し
た
。
元
和
六

年
（
８
１
１
）、
江
淮
（
江
蘇
省
・
安
徽
省
の
あ
た
り
）
の
従
事
（
刺
史
の
秘
書
）

李
公
佐
は
公
務
で
都
に
行
っ
た
帰
り
、
漢
南
に
泊
ま
り
、
渤
海
の
高
鉞
、
天
水
の
趙

儧
、
河
南
の
宇
文
鼎
ら
と
見
聞
し
た
怪
談
を
語
り
合
っ
た
。
こ
の
話
は
、
高
鉞
が
詳

し
く
語
っ
た
内
容
を
李
公
佐
が
伝
に
纏
め
た
。

竇
玉
（『
玄
怪
録
』）
　
元
和
年
間
、
省
試
受
験
の
推
薦
を
求
め
て
同
州
（
陝
西
省
渭

南
市
）
に
来
た
郷
貢
進
士
の
王
勝
と
蓋
夷
は
、
宿
に
空
き
が
な
く
、
郡
功
曹
（
郡
吏
）

の
王
翥
の
屋
敷
の
西
廂
の
対
の
部
屋
を
借
り
た
が
、
と
て
も
狭
か
っ
た
。
母
屋
の
部

屋
を
、
処
士
の
竇
玉
が
荷
物
は
葛
籠
一
つ
だ
け
で
一
人
で
借
り
て
い
た
の
で
、
相
部

屋
を
頼
ん
だ
が
断
ら
れ
た
。
そ
の
夜
お
そ
く
に
、
竇
玉
が
一
人
で
い
る
は
ず
の
部
屋
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雨
乞
い
の
祈
祷
を
行
っ
て
三
日
以
内
に
雨
を
降
ら
せ
る
と
節
度
使
張
建
封
に
申
し
出

て
、
石
仏
山
に
祭
壇
を
設
け
た
。
三
日
目
に
な
っ
て
も
雨
は
降
ら
ず
、
当
時
、
徐
州

は
反
乱
軍
と
隣
接
し
て
い
た
の
で
、張
建
封
は
趙
の
行
動
を
何
ら
か
の
陰
謀
と
考
え
、

夕
刻
、
趙
を
杖
殺
し
た
。
夜
に
大
雨
に
な
り
、
趙
の
た
め
祭
祀
が
行
わ
れ
、
趙
の
息

子
が
散
騎
常
侍
の
地
位
を
与
え
ら
れ
た
。
趙
叔
牙
は
鬼
の
知
ら
せ
て
く
れ
た
雨
の
降

る
時
期
を
隠
し
て
自
業
自
得
で
死
ん
だ
の
だ
と
人
々
は
言
っ
た
。

周
済
川
（『
祥
異
記
』）
　
汝
南
（
河
南
省
・
安
徽
省
）
の
周
済
川
は
、
兄
弟
み
な
学

問
を
好
ん
だ
。
揚
州
（
江
蘇
省
揚
州
市
）
の
別
荘
で
講
義
を
受
け
、
皆
が
就
寝
し
た

時
、
窓
外
に
白
骨
の
子
供
が
現
れ
、
挨
拶
の
仕
草
を
し
た
り
し
た
。
済
川
の
弟
の
巨

川
が
怒
鳴
り
つ
け
た
が
、子
供
は
部
屋
に
入
っ
て
き
て「
お
母
ち
ゃ
ん
、お
乳
を
頂
戴
」

と
言
い
、巨
川
が
平
手
打
ち
に
す
る
と
倒
れ
た
が
、猿
の
よ
う
に
素
早
く
寝
台
に
上
っ

た
。
家
の
者
が
刀
や
棒
を
持
っ
て
き
て
打
つ
と
、
関
節
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
が
、

そ
の
度
に
ま
た
元
に
戻
る
の
で
あ
っ
た
。
家
の
者
が
布
袋
に
包
ん
で
捨
て
に
行
く
間

も
、
ま
だ
乳
を
求
め
続
け
た
。
四
五
里
先
の
涸
れ
井
戸
に
捨
て
た
が
、
翌
晩
も
や
っ

て
来
た
の
で
、今
度
は
布
袋
を
縄
で
括
り
、大
石
を
繋
い
で
川
に
沈
め
た
。子
供
は「
昨

日
と
同
じ
よ
う
に
遊
び
に
来
た
だ
け
だ
よ
」と
言
っ
た
。
数
日
し
て
ま
た
来
た
の
で
、

大
木
の
中
を
刳
り
貫
き
、
子
供
を
中
に
入
れ
、
鉄
板
で
両
端
を
塞
ぎ
、
鉄
の
鎖
を
巻

き
付
け
、
巨
石
を
繋
い
で
大
河
に
流
し
た
。
子
供
は
「
棺
桶
に
入
れ
て
見
送
っ
て
く

れ
る
な
ん
て
、あ
り
が
と
う
」
と
言
い
、も
う
来
な
か
っ
た
。
貞
元
十
七
年
（
８
０
１
）

の
こ
と
で
あ
る
。
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た
安
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本
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背
景
に
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る
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と
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窺
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れ
る
。
出
典
と
し
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掲
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に
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な
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て
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ら
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の
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と
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に
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る
の
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で
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に
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で
あ
り
、
本
話
を
貴
族
階
級
の
没
落
と
い
う
点

か
ら
見
る
こ
と
も
出
来
よ
う
。

鬼
神
遭
遇
譚

鬼
神
の
教
え
て
く
れ
た
情
報
を
利
用
し
て
功
績
を
得
る
の
は
鬼
話
の
類
型
の
一
つ

で
あ
る
が
、「
趙
叔
牙
」
で
は
、
天
災
を
自
ら
の
出
世
に
利
用
と
し
た
趙
叔
牙
の
振
舞

を
、
身
を
破
滅
さ
せ
る
も
の
と
し
て
指
弾
し
て
い
る
。
貞
元
四
年
、
德
宗
は
徐
・
泗
・

濠
の
三
州
を
併
せ
、
徐
泗
濠
節
度
使
を
設
置
し
、
張
建
封
を
任
命
し
た
。
叛
服
常
な

い
平
廬
軍
に
隣
接
す
る
要
衝
と
し
て
重
視
さ
れ
る
地
域
で
あ
っ
た
。
張
建
封
は
、
死

後
に
司
徒
或
い
は
司
空
を
追
贈
さ
れ
て
い
る
。
本
話
に
お
い
て
、
趙
叔
牙
は
平
廬
軍

の
内
通
者
と
勘
違
い
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
趙
叔
牙
の
息
子
が
任
じ
ら
れ
た
散
騎
常
侍

は
名
誉
職
で
実
権
は
な
い
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
周
済
川
」
に
お
い
て
、
子
供
の
骸
骨
は
お
そ
ら
く
は
野
ざ
ら
し
で
あ
っ
た
の
で
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か
ら
不
思
議
な
香
り
と
賑
や
か
な
声
が
し
た
の
で
王
勝
と
蓋
夷
が
い
き
な
り
中
に
入

る
と
、
十
人
余
り
の
侍
女
に
傅
か
れ
な
が
ら
竇
玉
が
妖
麗
な
美
女
と
食
事
を
し
て
い

た
。
翌
朝
、
王
勝
と
蓋
夷
が
問
い
詰
め
、
話
さ
ね
ば
妖
術
の
よ
う
な
振
舞
を
郡
の
役

所
に
訴
え
る
と
言
う
と
、
竇
玉
は
次
の
よ
う
な
秘
密
を
打
ち
明
け
た
。
竇
玉
は
か
つ

て
太
原
（
山
西
省
太
原
市
）
へ
の
旅
の
途
中
、
日
暮
れ
に
道
に
迷
い
、
汾
州
（
山
西

省
臨
汾
市
）
の
崔
司
馬
（
地
方
官
）
の
館
に
一
夜
の
宿
を
借
り
る
こ
と
に
な
っ
た
。

話
し
て
み
る
と
、
崔
司
馬
は
竇
玉
の
母
方
の
親
戚
で
あ
る
事
が
分
か
り
、
家
が
零
落

し
竇
玉
が
学
資
を
得
る
た
め
に
旅
を
し
て
い
る
こ
と
を
哀
れ
ん
だ
崔
司
馬
は
、
自
ら

の
侍
女
を
妻
と
し
て
竇
玉
に
与
え
た
。
し
か
し
、
実
は
崔
司
馬
の
館
が
あ
っ
た
の
は

冥
界
で
、
妻
も
幽
霊
で
あ
っ
た
の
で
夜
の
み
現
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
崔
司
馬
は
、
ま

た
、
使
っ
て
も
減
ら
な
い
絹
百
疋
も
葛
籠
に
入
れ
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
竇
玉
は

絹
三
十
疋
づ
つ
を
王
勝
と
蓋
夷
に
口
止
め
料
と
し
て
贈
り
、
去
っ
て
い
っ
た
。

李
和
子
（『
酉
陽
雜
俎
』）
　
元
和
の
初
め
、
上
都
（
長
安
）
の
東
市
の
不
良
、
李
和

子
は
残
忍
な
性
格
で
、
よ
く
犬
や
猫
を
盗
ん
で
は
食
い
、
市
の
人
々
の
迷
惑
と
な
っ

て
い
た
。
あ
る
時
、
二
人
の
紫
衣
の
冥
吏
が
現
れ
、
犬
猫
四
百
六
十
匹
の
訴
え
に
よ

り
李
和
子
を
冥
界
に
連
行
し
よ
う
と
し
た
。
李
和
子
は
二
人
を
茶
店
に
連
れ
込
も
う

と
し
た
が
、
二
人
が
鼻
を
つ
ま
ん
で
入
ろ
う
と
し
な
い
の
で
、
居
酒
屋
に
連
れ
て
行

き
、酒
を
飲
ま
せ
て
命
乞
い
を
し
た
。
市
の
他
の
人
に
は
李
和
子
の
姿
し
か
見
え
ず
、

李
和
子
が
気
が
触
れ
た
の
だ
と
思
っ
た
。
冥
吏
ら
は
酒
の
礼
と
し
て
、
翌
日
の
昼
ま

で
に
四
十
万
銭
を
準
備
す
れ
ば
三
年
延
命
さ
せ
る
と
言
っ
た
。
李
和
子
は
承
諾
し
、

居
酒
屋
を
出
た
。
そ
の
際
に
、
飲
み
残
し
を
飲
ん
で
み
る
と
、
酒
は
水
の
よ
う
な
味

に
な
っ
て
お
り
、
ひ
ど
く
冷
え
て
い
た
。
李
和
子
は
約
束
通
り
報
酬
を
準
備
し
て
燃

や
し
、
二
人
が
銭
を
持
っ
て
行
く
の
を
見
た
。
し
か
し
、
三
日
後
に
李
和
子
は
死
ん

だ
。
幽
霊
の
三
年
と
は
、
こ
の
世
の
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

李
僖
伯
（『
乾
𦠆
子
』）
　
隴
西
（
甘
粛
省
）
の
李
僖
伯
は
、
元
和
九
年
（
８
１
４
）

に
温
県
（
河
南
省
焦
作
県
）
の
知
事
と
な
っ
た
時
に
私
（
温
庭
筠
）
に
次
の
よ
う
な

話
を
し
た
。
元
和
の
初
め
、
科
挙
に
合
格
し
て
上
都
（
西
安
）
の
興
道
里
に
寓
居
し

て
い
た
頃
、
朝
早
く
に
崇
仁
里
に
住
む
同
期
の
合
格
者
に
会
い
に
行
く
途
中
、
失
意

の
体
の
喪
服
を
着
た
三
尺
の
小
人
の
女
が
大
声
で
「
散
々
耐
え
て
き
た
が
決
着
を
つ

け
ね
ば
。決
し
て
許
し
は
し
な
い
。」と
言
っ
て
、爪
弾
き
を
し
て「
奇
妙
だ
、奇
妙
だ
。」

と
言
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
こ
の
女
は
日
暮
れ
に
も
車
馬
の
賑
や
か
に
行
き
交
う
大

通
り
で
人
々
を
不
思
議
が
ら
せ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
数
日
続
き
、
こ
の
女

を
見
る
野
次
馬
の
数
は
増
え
続
け
て
大
変
な
数
に
な
り
、
さ
な
が
ら
劇
場
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
子
供
も
た
く
さ
ん
い
て
車
座
に
な
っ
て
座
っ
て
い
た
。

小
人
の
女
が
自
分
の
顔
を
布
で
包
ん
で
話
す
言
葉
が
支
離
滅
裂
に
な
る
と
子
供
た
ち

は
笑
い
、
子
供
が
近
づ
く
と
女
は
捕
ま
え
よ
う
と
し
、
子
供
は
逃
げ
る
の
で
あ
っ
た
。

昼
に
な
っ
て
見
物
は
ま
す
ま
す
増
え
、女
が
座
る
と
、一
人
の
子
供
が
女
の
頭
を
覆
っ

て
い
る
布
を
引
っ
張
っ
た
。
布
は
地
面
に
落
ち
、
女
が
い
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
は

三
尺
の
青
竹
に
髑
髏
を
掛
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
金
吾
（
禁
軍
）
が
こ
の
出
来
事
を

帝
に
奏
上
し
た
。

「
巻
三
四
三　

鬼
二
十
八
」
は
、
憲
宗
の
元
和
の
初
期
の
鬼
話
を
収
録
し
て
い
る
。

六
朝
貴
族
文
化
は
遠
い
過
去
と
な
り
、
賑
や
か
な
都
市
の
描
写
は
庶
民
的
文
化
の
台

頭
を
予
感
さ
せ
る
。。

冥
婚
譚

「
竇
玉
」
は
、
美
女
や
宴
席
の
用
具
一
式
を
隠
し
持
っ
て
旅
を
す
る
男
の
話
の
パ

タ
ー
ン
で
あ
り
、
類
話
と
し
て
は
南
朝
梁
・
吳
均
編
『
続
齊
諧
記
』
所
収
の
「
陽
羨

書
生
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
遡
れ
ば
『
雑
比
喩
経
』
等
の
仏
典
に
ル
ー

ツ
が
あ
り
、『
千
夜
一
夜
物
語
』
の
枠
物
語
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
本
話
は
、
こ
れ

と
冥
婚
譚
を
組
み
合
わ
せ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
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塚
墓
宿
泊
譚

「
廬
江
馮
媼
」
は
、
二
人
の
不
幸
な
女
の
物
語
で
あ
る
。
二
人
は
社
会
階
層
も
、

苦
悩
の
質
も
全
く
異
な
り
、
互
い
の
苦
し
み
に
対
す
る
共
感
は
な
い
。
し
か
し
、
お

そ
ら
く
は
幾
分
か
の
憐
愍
か
ら
董
江
の
妻
は
馮
媼
に
食
事
と
寝
床
を
与
え
、
馮
媼
は

図
ら
ず
も
董
江
に
妻
の
恨
み
を
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
た
。
結
果
と
し
て
互
い
に
助

け
合
っ
た
暗
合
の
妙
味
と
、
リ
ア
ル
な
人
物
描
写
が
本
話
の
魅
力
で
あ
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
陸
喬
」
は
、
史
上
の
人
物
と
の
邂
逅
と
い
う
類
型
に
属
す
る
説
話
で
あ
る
。
斉

梁
の
盛
衰
を
振
り
返
る
鬼
と
し
て
創
作
さ
れ
た
沈
約
と
范
雲
は
、
安
史
の
乱
以
前
の

長
安
の
繁
栄
を
懐
古
す
る
知
識
人
た
ち
の
情
緒
に
通
じ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

范
雲
は
梁
の
武
帝
即
位
の
翌
年
、
天
監
二
年
（
５
０
３
）
に
死
ん
だ
。
官
職
は
尚
書

右
僕
射
、
死
去
す
る
少
し
前
に
、
人
事
で
武
帝
の
不
興
を
買
っ
て
い
た
。
沈
約
は
天

監
十
二
年
（
５
１
３
）
に
死
亡
。
病
気
に
な
っ
た
時
、
南
朝
斉
最
後
の
皇
帝
和
帝
の

霊
の
祟
り
で
あ
る
と
思
い
、
斉
か
ら
梁
へ
の
禅
譲
は
自
分
の
発
案
で
は
な
い
と
い
う

赤
章
（
天
へ
の
願
文
）
を
奏
上
し
た
こ
と
が
武
帝
に
知
ら
れ
て
譴
責
さ
れ
、
恐
怖
の

た
め
に
死
ん
だ
と
い
う
（『
梁
書
』）。
尚
書
令
に
任
命
さ
れ
た
。
李
錡
は
元
和
二
年

（
８
０
７
）
十
月
に
挙
兵
し
た
が
、
十
一
月
に
は
鎮
圧
さ
れ
、
処
刑
さ
れ
た
。
こ
の

説
話
が
李
錡
の
反
乱
に
言
及
す
る
の
は
、
安
史
の
乱
は
平
定
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の

後
も
様
々
な
反
乱
が
続
く
世
相
に
、
こ
の
説
話
の
主
題
で
あ
る
王
朝
や
文
化
の
衰
退

を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
故
で
あ
ろ
う
。

「
李
僖
伯
」
は
、
実
際
に
存
在
し
た
侏
儒
に
よ
る
大
道
芸
や
手
品
の
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
元
に
組
み
立
て
ら
れ
た
話
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
話
は
鬼
話
と
し
て
解
釈

さ
れ
て
お
り
、
小
人
の
女
は
鬼
で
あ
り
、
そ
の
出
現
は
何
ら
か
の
予
兆
と
し
て
奏
上

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
女
の
出
現
し
た
崇
仁
里
は
東
市
と
皇
城
に
挟
ま
れ
た
エ
リ
ア
で

あ
り
、
ま
さ
に
聖
と
俗
が
交
錯
す
る
場
所
で
あ
る
。

冥
界
召
喚
譚 

「
李
和
子
」
は
「
鬼
の
三
年
が
人
間
に
は
三
日
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
う
時
間
観
念

に
特
色
が
あ
る
。
ま
た
、
市
と
い
う
空
間
が
、
鬼
の
苦
手
な
物
も
好
物
も
売
っ
て
い

る
場
と
し
て
、
説
話
の
舞
台
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

四　

元
和
中
興
―
巻
三
四
四　

鬼
二
十
九
―
（
唐
憲
宗
・
元
和
年
間
）

王
裔
老
（『
白
居
易
集
』）
　
華
州
下
邽
県
（
陝
西
省
渭
南
市
）
の
東
南
の
延
年
里
に

無
住
の
寺
が
あ
っ
た
。
元
和
八
年
（
８
１
３
）、
翰
林
学
士
で
あ
っ
た
白
居
易
は
母

の
喪
に
服
し
て
下
邽
県
で
暮
ら
し
て
い
た
。
七
月
に
従
兄
の
皥
が
華
州
か
ら
居
易
に

会
い
に
来
る
途
次
、
こ
の
寺
の
中
で
十
人
ほ
ど
の
黄
色
い
綾
絹
の
衣
を
着
た
女
た
ち

が
座
っ
て
話
し
て
い
る
の
を
見
た
。
し
か
し
、
喉
が
渇
い
て
い
た
皡
が
飲
み
物
を
乞

い
に
寺
の
中
に
入
る
と
誰
も
い
な
か
っ
た
。
女
た
ち
が
話
し
て
い
た
場
所
は
塵
が
積

も
り
、
足
跡
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
女
た
ち
が
人
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
、
皡
は
そ

の
こ
と
を
居
易
に
語
っ
た
。女
た
ち
の
話
に
は
王
裔
老
と
い
う
名
が
よ
く
出
て
い
た
。

二
人
で
現
地
に
行
っ
て
み
る
と
、そ
の
地
に
は
本
当
に
王
裔
老
と
い
う
里
人
が
い
て
、

寺
の
東
北
百
余
歩
の
場
所
に
建
て
た
ば
か
り
の
家
に
明
日
引
っ
越
す
予
定
で
あ
る
と

い
う
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
引
っ
越
し
て
十
日
に
も
な
ら
な
い
う
ち
に
王
裔
老
は
死

に
、
そ
れ
か
ら
一
ヶ
月
も
経
た
ず
に
妻
も
死
に
、
さ
ら
に
王
裔
老
の
二
人
の
息
子
と

そ
の
嫁
た
ち
、
一
人
の
孫
が
季
節
も
変
わ
ら
ぬ
う
ち
に
立
て
続
け
に
死
ん
だ
。
一
人

だ
け
生
き
残
っ
た
息
子
は
新
居
が
不
吉
で
あ
る
と
し
て
、
家
を
壊
し
植
木
を
抜
き
、

夜
の
内
に
立
ち
退
い
て
死
を
免
れ
た
。

張
弘
讓
（『
乾
𦠆
子
』）
　
元
和
十
二
年
（
８
１
７
）、
寿
州
（
安
徽
省
寿
県
）
の
小

将
張
弘
讓
は
兵
馬
使
王
暹
の
娘
を
娶
っ
た
。
淮
西
（
淮
南
の
西
部
）
で
は
軍
務
が
急

を
告
げ
て
お
り
、
令
狐
通
が
刺
史
と
し
て
そ
の
任
に
当
っ
て
い
た
。
張
弘
讓
の
妻
は
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か
ら
不
思
議
な
香
り
と
賑
や
か
な
声
が
し
た
の
で
王
勝
と
蓋
夷
が
い
き
な
り
中
に
入

る
と
、
十
人
余
り
の
侍
女
に
傅
か
れ
な
が
ら
竇
玉
が
妖
麗
な
美
女
と
食
事
を
し
て
い

た
。
翌
朝
、
王
勝
と
蓋
夷
が
問
い
詰
め
、
話
さ
ね
ば
妖
術
の
よ
う
な
振
舞
を
郡
の
役

所
に
訴
え
る
と
言
う
と
、
竇
玉
は
次
の
よ
う
な
秘
密
を
打
ち
明
け
た
。
竇
玉
は
か
つ

て
太
原
（
山
西
省
太
原
市
）
へ
の
旅
の
途
中
、
日
暮
れ
に
道
に
迷
い
、
汾
州
（
山
西

省
臨
汾
市
）
の
崔
司
馬
（
地
方
官
）
の
館
に
一
夜
の
宿
を
借
り
る
こ
と
に
な
っ
た
。

話
し
て
み
る
と
、
崔
司
馬
は
竇
玉
の
母
方
の
親
戚
で
あ
る
事
が
分
か
り
、
家
が
零
落

し
竇
玉
が
学
資
を
得
る
た
め
に
旅
を
し
て
い
る
こ
と
を
哀
れ
ん
だ
崔
司
馬
は
、
自
ら

の
侍
女
を
妻
と
し
て
竇
玉
に
与
え
た
。
し
か
し
、
実
は
崔
司
馬
の
館
が
あ
っ
た
の
は

冥
界
で
、
妻
も
幽
霊
で
あ
っ
た
の
で
夜
の
み
現
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
崔
司
馬
は
、
ま

た
、
使
っ
て
も
減
ら
な
い
絹
百
疋
も
葛
籠
に
入
れ
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
竇
玉
は

絹
三
十
疋
づ
つ
を
王
勝
と
蓋
夷
に
口
止
め
料
と
し
て
贈
り
、
去
っ
て
い
っ
た
。

李
和
子
（『
酉
陽
雜
俎
』）
　
元
和
の
初
め
、
上
都
（
長
安
）
の
東
市
の
不
良
、
李
和

子
は
残
忍
な
性
格
で
、
よ
く
犬
や
猫
を
盗
ん
で
は
食
い
、
市
の
人
々
の
迷
惑
と
な
っ

て
い
た
。
あ
る
時
、
二
人
の
紫
衣
の
冥
吏
が
現
れ
、
犬
猫
四
百
六
十
匹
の
訴
え
に
よ

り
李
和
子
を
冥
界
に
連
行
し
よ
う
と
し
た
。
李
和
子
は
二
人
を
茶
店
に
連
れ
込
も
う

と
し
た
が
、
二
人
が
鼻
を
つ
ま
ん
で
入
ろ
う
と
し
な
い
の
で
、
居
酒
屋
に
連
れ
て
行

き
、酒
を
飲
ま
せ
て
命
乞
い
を
し
た
。
市
の
他
の
人
に
は
李
和
子
の
姿
し
か
見
え
ず
、

李
和
子
が
気
が
触
れ
た
の
だ
と
思
っ
た
。
冥
吏
ら
は
酒
の
礼
と
し
て
、
翌
日
の
昼
ま

で
に
四
十
万
銭
を
準
備
す
れ
ば
三
年
延
命
さ
せ
る
と
言
っ
た
。
李
和
子
は
承
諾
し
、

居
酒
屋
を
出
た
。
そ
の
際
に
、
飲
み
残
し
を
飲
ん
で
み
る
と
、
酒
は
水
の
よ
う
な
味

に
な
っ
て
お
り
、
ひ
ど
く
冷
え
て
い
た
。
李
和
子
は
約
束
通
り
報
酬
を
準
備
し
て
燃

や
し
、
二
人
が
銭
を
持
っ
て
行
く
の
を
見
た
。
し
か
し
、
三
日
後
に
李
和
子
は
死
ん

だ
。
幽
霊
の
三
年
と
は
、
こ
の
世
の
三
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

李
僖
伯
（『
乾
𦠆
子
』）
　
隴
西
（
甘
粛
省
）
の
李
僖
伯
は
、
元
和
九
年
（
８
１
４
）

に
温
県
（
河
南
省
焦
作
県
）
の
知
事
と
な
っ
た
時
に
私
（
温
庭
筠
）
に
次
の
よ
う
な

話
を
し
た
。
元
和
の
初
め
、
科
挙
に
合
格
し
て
上
都
（
西
安
）
の
興
道
里
に
寓
居
し

て
い
た
頃
、
朝
早
く
に
崇
仁
里
に
住
む
同
期
の
合
格
者
に
会
い
に
行
く
途
中
、
失
意

の
体
の
喪
服
を
着
た
三
尺
の
小
人
の
女
が
大
声
で
「
散
々
耐
え
て
き
た
が
決
着
を
つ

け
ね
ば
。決
し
て
許
し
は
し
な
い
。」と
言
っ
て
、爪
弾
き
を
し
て「
奇
妙
だ
、奇
妙
だ
。」

と
言
っ
て
い
る
の
を
見
た
。
こ
の
女
は
日
暮
れ
に
も
車
馬
の
賑
や
か
に
行
き
交
う
大

通
り
で
人
々
を
不
思
議
が
ら
せ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
数
日
続
き
、
こ
の
女

を
見
る
野
次
馬
の
数
は
増
え
続
け
て
大
変
な
数
に
な
り
、
さ
な
が
ら
劇
場
の
よ
う
に

な
っ
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
子
供
も
た
く
さ
ん
い
て
車
座
に
な
っ
て
座
っ
て
い
た
。

小
人
の
女
が
自
分
の
顔
を
布
で
包
ん
で
話
す
言
葉
が
支
離
滅
裂
に
な
る
と
子
供
た
ち

は
笑
い
、
子
供
が
近
づ
く
と
女
は
捕
ま
え
よ
う
と
し
、
子
供
は
逃
げ
る
の
で
あ
っ
た
。

昼
に
な
っ
て
見
物
は
ま
す
ま
す
増
え
、女
が
座
る
と
、一
人
の
子
供
が
女
の
頭
を
覆
っ

て
い
る
布
を
引
っ
張
っ
た
。
布
は
地
面
に
落
ち
、
女
が
い
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
は

三
尺
の
青
竹
に
髑
髏
を
掛
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
金
吾
（
禁
軍
）
が
こ
の
出
来
事
を

帝
に
奏
上
し
た
。

「
巻
三
四
三　

鬼
二
十
八
」
は
、
憲
宗
の
元
和
の
初
期
の
鬼
話
を
収
録
し
て
い
る
。

六
朝
貴
族
文
化
は
遠
い
過
去
と
な
り
、
賑
や
か
な
都
市
の
描
写
は
庶
民
的
文
化
の
台

頭
を
予
感
さ
せ
る
。。

冥
婚
譚

「
竇
玉
」
は
、
美
女
や
宴
席
の
用
具
一
式
を
隠
し
持
っ
て
旅
を
す
る
男
の
話
の
パ

タ
ー
ン
で
あ
り
、
類
話
と
し
て
は
南
朝
梁
・
吳
均
編
『
続
齊
諧
記
』
所
収
の
「
陽
羨

書
生
」
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
遡
れ
ば
『
雑
比
喩
経
』
等
の
仏
典
に
ル
ー

ツ
が
あ
り
、『
千
夜
一
夜
物
語
』
の
枠
物
語
に
も
採
用
さ
れ
て
い
る
。
本
話
は
、
こ
れ

と
冥
婚
譚
を
組
み
合
わ
せ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
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夏
か
ら
重
い
病
と
な
っ
て
数
ヶ
月
に
及
び
、
張
弘
讓
は
妻
が
食
べ
た
い
物
が
あ
る
度

に
そ
れ
を
作
っ
て
や
っ
て
い
た
。
冬
十
月
に
な
り
、
妻
は
湯
餅
を
食
べ
た
が
り
、
張

弘
讓
は
作
っ
て
や
ろ
う
と
し
た
が
、
軍
よ
り
冬
服
支
給
の
呼
び
出
し
が
あ
り
、
仕
上

げ
を
仲
間
の
王
士
徴
の
妻
に
頼
ん
で
出
か
け
た
。
王
士
徴
の
妻
が
出
来
上
が
っ
た
料

理
を
張
弘
讓
の
妻
の
元
に
持
っ
て
行
く
と
、
目
の
前
で
張
弘
讓
の
妻
は
額
や
鼻
か
ら

全
身
が
縦
に
真
っ
二
つ
に
裂
け
て
、そ
の
う
ち
の
半
身
の
み
が
寝
台
に
残
っ
て
い
た
。

王
士
徴
の
妻
は
悲
鳴
を
上
げ
て
軍
営
に
知
ら
せ
、
役
人
が
取
り
調
べ
た
が
、
二
人
の

婦
人
の
間
に
怨
恨
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
事
が
起
き
た
理
由
は
不
明
で
あ
っ
た
。
張

弘
讓
が
走
り
帰
り
、
葬
儀
場
に
行
く
と
、
空
中
か
ら
妻
が
泣
き
な
が
ら
「
御
婆
様
に

子
守
に
召
喚
さ
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ど
う
に
も
な

ら
な
い
の
で
、
お
見
捨
て
に
な
ら
な
い
の
で
し
た
ら
御
婆
様
の
頼
み
を
聞
い
て
下
さ

い
。」
と
言
っ
て
、
張
弘
讓
に
住
ま
い
の
裏
の
李
の
木
に
四
つ
に
分
け
た
食
べ
物
を

供
え
て
祈
ら
せ
た
。
す
る
と
、
空
中
か
ら
「
お
前
の
新
妻
を
返
そ
う
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
、
に
わ
か
に
半
身
の
遺
体
が
下
り
て
き
た
。
妻
の
声
に
従
い
、
半
身
の
遺

体
ど
う
し
を
き
ち
ん
と
合
わ
せ
て
寝
具
で
く
る
み
、
三
日
経
つ
と
妻
は
蘇
生
し
た
。

継
ぎ
合
わ
せ
た
痕
が
残
っ
た
が
、
一
年
後
に
は
回
復
し
、
数
人
の
子
を
産
ん
だ
。
温

庭
筠
の
旧
友
の
龎
子
肅
が
実
際
に
見
た
出
来
事
で
あ
る
。

寇
鄘
（『
乾
𦠆
子
』）
　
上
都
（
西
安
市
）
永
平
里
の
西
南
隅
の
小
宅
は
、
大
暦
年
間

（
７
６
６
〜
７
７
９
）、
安
太
清
が
二
十
万
銭
で
買
っ
て
以
来
、
持
ち
主
が
十
七
代
替

わ
っ
た
が
、
皆
長
男
を
亡
く
し
、
羅
漢
寺
に
寄
付
さ
れ
た
。
寺
は
人
に
貸
そ
う
と
し

た
が
借
り
手
が
つ
か
ず
、
元
和
十
二
年
（
８
１
７
）
に
権
利
書
つ
き
で
原
価
で
売
り

出
し
た
と
こ
ろ
、
公
卿
の
屋
敷
に
出
入
り
し
て
い
た
日
者
（
日
の
吉
凶
を
占
う
）
の

寇
鄘
が
四
万
銭
で
買
い
取
っ
た
。
し
か
し
、
夜
中
に
人
の
泣
き
声
が
す
る
の
で
、
寇

鄘
は
崇
賢
里
法
明
寺
の
僧
普
照
に
宅
内
に
道
場
を
作
っ
て
住
ん
で
貰
っ
た
。
七
日
目

に
普
照
が
庭
に
何
者
か
を
見
つ
け
て
追
い
、「
こ
の
賊
め
、ど
れ
ほ
ど
の
人
を
殺
し
た
」

と
喝
し
、
寇
鄘
に
七
家
粉
水
で
穢
れ
を
払
わ
せ
、
門
の
崇
屏
（
門
内
の
目
隠
し
の
壁
）

を
水
を
か
け
て
柳
の
枝
で
撲
つ
と
、
崇
屏
の
下
の
土
が
四
尺
ほ
ど
崩
れ
、
そ
の
中
か

ら
青
羅
裙
、
紅
袴
、
錦
履
、
緋
衫
子
を
着
た
女
の
骸
骨
が
出
て
き
た
。
普
照
は
こ
れ

を
渭
水
の
沙
洲
に
葬
り
、
以
後
は
恐
ろ
し
い
こ
と
は
起
き
な
か
っ
た
。

こ
の
小
宅
は
、
そ
も
そ
も
は
郭
子
儀
（
汾
陽
王
）
の
夫
人
が
、
夫
の
従
姉
妹
で
あ

る
永
平
里
の
宣
化
寺
の
尼
僧
の
許
に
詣
で
る
際
に
、
扈
従
し
て
き
た
者
た
ち
を
置
く

た
め
に
買
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
青
衣
（
召
使
い
の
女
）
の
中
に
不
謹
慎
な
者
が
い

た
の
で
誅
し
て
夫
人
が
其
処
に
崇
屏
を
築
か
せ
た
と
も
、
生
き
埋
め
に
し
た
と
も
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
怪
異
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

呼
延
冀
（『
瀟
湘
録
』）
　
咸
和
年
間
（
渤
海
国
の
元
号
。
８
３
１
〜
８
７
５
）、
呼

延
冀
は
忠
州
（
重
慶
市
）
の
司
户
（
民
政
を
担
当
す
る
官
）
に
任
じ
ら
れ
、
妻
を
連

れ
て
任
地
に
向
か
う
途
中
、
泗
水
（
山
東
省
）
で
盗
賊
に
身
ぐ
る
み
を
剥
が
さ
れ
、

付
近
の
老
翁
の
屋
敷
に
泊
め
て
貰
っ
た
。
老
翁
は
、
自
分
の
家
に
い
る
の
は
老
母
だ

け
だ
か
ら
妻
を
こ
こ
に
留
め
て
、ま
ず
は
呼
延
冀
の
み
赴
任
し
て
は
ど
う
か
と
勧
め
、

呼
延
冀
は
そ
の
言
に
従
っ
た
。
呼
延
冀
が
任
地
に
到
着
し
、
妻
を
迎
え
に
行
く
算
段

を
し
て
い
る
と
、
妻
か
ら
手
紙
が
来
た
。
手
紙
に
は
、
妻
が
歌
妓
の
娘
に
生
ま
れ
、

宮
中
に
入
り
歌
や
踊
り
を
褒
め
ら
れ
た
も
の
の
後
宮
の
縮
小
で
出
さ
れ
、
呼
延
冀
と

は
放
逸
な
者
同
士
で
交
際
を
始
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
正
式
に
娶
っ
て
も
ら
い
、
周

囲
か
ら
は
才
子
佳
人
と
称
さ
れ
、睦
ま
じ
く
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
か
ら
書
き
起
こ
し
、

思
い
が
け
ず
荒
涼
と
し
た
田
舎
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
夫
の
薄
情
を
恨
み
、
自
分
を

慕
う
翁
の
若
い
息
子
に
既
に
身
を
委
ね
た
事
が
記
さ
れ
て
い
た
。
激
怒
し
た
呼
延
冀

は
官
を
棄
て
て
泗
水
に
戻
り
、
翁
も
妻
も
殺
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
屋
敷
は
見
つ

か
ら
ず
、そ
の
場
所
に
は
大
き
な
塚
が
あ
っ
た
。塚
を
壊
す
と
妻
の
遺
体
が
中
に
あ
っ

た
の
で
取
り
出
し
て
別
の
場
所
に
葬
っ
て
か
ら
去
っ
た
。

安
鳯
（『
瀟
湘
録
』）
　
寿
春
（
安
徽
省
寿
県
）
の
安
鳯
と
徐
侃
は
才
学
が
あ
り
、
と
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も
に
長
安
で
任
官
す
る
こ
と
を
約
し
た
親
友
同
士
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
孝
行
の
念

の
強
い
徐
侃
は
涕
泣
す
る
母
と
別
れ
る
に
忍
び
ず
、
安
鳯
の
み
長
安
に
行
っ
た
。
十

年
が
過
ぎ
た
が
、
志
を
未
だ
遂
げ
ぬ
安
鳯
は
恥
じ
て
故
郷
に
帰
る
こ
と
も
出
来
ず
に

い
た
と
こ
ろ
、
徐
侃
と
再
会
し
た
。
悲
喜
交
々
で
数
日
を
共
に
暮
ら
し
た
が
、
徐
侃

は
故
郷
を
離
れ
て
一
年
に
な
り
、
母
が
心
配
す
る
の
で
帰
る
と
言
い
、
安
鳯
に
も
共

に
帰
郷
す
る
よ
う
誘
っ
た
。
し
か
し
、
志
を
遂
げ
る
ま
で
は
帰
れ
ぬ
と
い
う
安
鳯
の

気
持
ち
は
変
わ
ら
ず
、
二
人
は
詩
を
贈
り
合
っ
て
別
れ
た
。
翌
年
の
春
、
安
鳯
は
ま

だ
長
安
に
い
た
。
徐
侃
の
夢
を
見
た
の
で
手
紙
を
送
る
と
、
手
紙
を
届
け
た
人
に
徐

侃
の
母
が
、
徐
侃
は
す
で
に
三
年
前
に
死
ん
で
い
る
こ
と
を
告
げ
た
。
そ
れ
を
聞
い

た
安
鳯
は
、
涙
を
流
し
て
「
徐
侃
の
別
れ
の
詩
の
泉
下
亦
難
忘
（
泉
下
に
あ
り
て
も

ま
た
忘
れ
が
た
し
）
の
意
味
が
よ
う
や
く
分
か
っ
た
」
と
言
っ
た
。

成
叔
弁（『
河
東
記
』）　
元
和
十
三
年（
８
１
８
）、江
陵（
湖
北
省
荊
州
市
）の
良
民
、

成
叔
弁
の
も
と
に
田
四
郎
と
い
う
者
が
仲
人
を
連
れ
て
来
て
、
成
の
十
七
の
娘
、
興

娘
と
の
婚
姻
を
求
め
た
。
田
四
郎
は
容
貌
が
醜
く
、
成
叔
弁
は
断
っ
た
が
、
天
か
ら

二
人
の
人
が
下
り
て
き
て
「
す
で
に
興
娘
の
魂
は
田
四
郎
を
慕
っ
て
い
る
」
と
言
う

と
、
興
娘
が
部
屋
の
中
で
「
田
四
郎
に
嫁
い
で
、
と
も
に
行
く
」
と
叫
ん
だ
。
成
叔

弁
は
彼
ら
が
人
で
は
な
い
と
覚
り
、「
お
言
葉
に
従
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
座
り

下
さ
い
」
と
頼
み
、
果
物
や
茶
菓
子
を
用
意
さ
せ
て
堂
に
座
を
整
え
た
。
四
人
と
成

叔
弁
は
着
座
し
、仲
人
が
「
お
三
方
と
も
詞
を
な
さ
る
の
だ
か
ら
、連
句
を
皆
で
作
っ

て
縁
談
を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
し
た
。
田
四
郎
が
「
一
点
の
紅
裳
、
翠
微
を

出
づ　

秋
天
雲
静
か
に
し
て
月
離
離
た
り
」
と
い
う
句
を
作
り
、
成
叔
弁
に
句
を
継

ぐ
よ
う
促
し
た
。
叔
弁
は
学
が
な
か
っ
た
の
で
固
辞
し
よ
う
と
し
た
が
、
突
然
、
堂

上
か
ら
「
ど
う
し
て
『
天
曹
の
使
者
、
徒
だ
回
首
せ
よ
、
何
ぞ
他
に
従
わ
ず
、
九
族

は
卑
き
に
』
と
言
っ
て
や
ら
な
い
の
か
」
と
い
う
声
が
し
た
。
す
る
と
四
人
は
大
笑

い
し
「
先
に
魔
物
で
あ
る
こ
と
を
言
わ
れ
て
は
、
今
更
ど
う
に
も
出
来
な
い
な
」
と

言
っ
て
走
り
去
り
、
再
び
や
っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
娘
は
酔
っ
た
よ
う
に
お

か
し
な
事
を
口
走
っ
て
い
た
が
、
四
人
が
い
な
く
な
る
と
正
常
に
戻
っ
た
。

襄
陽
選
人
（『
酉
陽
雑
俎
』）
　
于
頔
が
襄
陽
（
湖
北
省
襄
陽
市
）
を
治
め
て
い
た
頃
、

そ
の
地
の
選
人
（
科
挙
合
格
者
）
の
劉
某
は
上
京
の
途
次
、
二
十
歳
ぐ
ら
い
の
言
語

明
朗
な
挙
人
（
進
士
科
の
科
挙
受
験
生
）
と
知
り
合
い
、
同
行
す
る
こ
と
数
里
、
意

気
投
合
し
て
、
草
の
上
で
共
に
酒
を
飲
ん
だ
。
日
暮
れ
に
挙
人
は
自
分
の
家
に
来
る

よ
う
誘
っ
た
が
、
期
日
が
あ
る
の
で
劉
は
断
り
、
挙
人
は
詩
を
賦
し
た
。「
流
水
涓

涓
と
し
て
芹
芽
を
長
ぜ
し
む　

織
烏
双
び
飛
び
客
家
に
還
る　

荒
村
寒
食
を
作
る
人

無
く　

殯
宮
空
し
く
対
す
棠
梨
の
花
」
翌
年
、
劉
は
襄
陽
州
に
帰
り
、
挙
人
を
訪
ね

て
ゆ
く
と
そ
こ
に
は
殯
宮
が
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。

祖
價
（『
会
昌
解
頤
録
』）
　
進
士
の
祖
價
は
祖
詠
の
孫
で
あ
る
。
科
挙
に
落
第
し
た

後
、
商
山
（
陝
西
省
）
を
旅
し
た
が
、
路
銀
が
乏
し
く
な
っ
た
の
で
、
空
き
寺
に
泊

ま
っ
て
秋
の
月
を
眺
め
て
い
る
と
、
寺
の
背
後
か
ら
人
が
現
れ
、
祖
價
と
経
史
に
つ

い
て
語
り
、
時
々
詩
を
吟
じ
た
。
祖
價
は
茶
を
煮
て
勧
め
た
。
そ
の
人
は
、
偶
然
祖

價
と
出
会
え
た
心
境
を
詩
に
賦
し
、そ
れ
を
再
三
吟
じ
て
、夜
更
け
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

翌
日
、
人
に
聞
く
と
、
そ
の
あ
た
り
に
は
人
は
住
ん
で
お
ら
ず
、
客
死
し
た
書
生
が

仏
殿
の
背
後
の
南
岡
に
葬
ら
れ
て
い
る
の
み
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
祖
價
は
そ
の
詩

の
内
容
か
ら
昨
晩
の
人
が
幽
霊
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
弔
文
を
作
っ
て
供
養
し
た
。

「
巻
三
四
四　

鬼
二
十
九
」
で
は
、
憲
宗
の
元
和
年
間
の
中
期
を
扱
う
。
こ
の
時

期
、
憲
宗
は
衰
え
て
い
た
唐
の
威
信
を
回
復
し
、
そ
の
治
世
は
元
和
中
興
と
呼
ば
れ

た
。
収
録
さ
れ
て
い
る
説
話
に
鬼
か
ら
妻
や
娘
を
取
り
戻
す
話
が
多
い
の
は
、
安
定

に
向
か
う
世
相
を
反
映
し
た
も
の
か
。

冥
婚
譚

「
呼
延
冀
」
は
、
未
婚
の
ま
ま
死
ん
だ
息
子
の
た
め
に
老
翁
が
夫
婦
を
計
略
に
嵌

（34）
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夏
か
ら
重
い
病
と
な
っ
て
数
ヶ
月
に
及
び
、
張
弘
讓
は
妻
が
食
べ
た
い
物
が
あ
る
度

に
そ
れ
を
作
っ
て
や
っ
て
い
た
。
冬
十
月
に
な
り
、
妻
は
湯
餅
を
食
べ
た
が
り
、
張

弘
讓
は
作
っ
て
や
ろ
う
と
し
た
が
、
軍
よ
り
冬
服
支
給
の
呼
び
出
し
が
あ
り
、
仕
上

げ
を
仲
間
の
王
士
徴
の
妻
に
頼
ん
で
出
か
け
た
。
王
士
徴
の
妻
が
出
来
上
が
っ
た
料

理
を
張
弘
讓
の
妻
の
元
に
持
っ
て
行
く
と
、
目
の
前
で
張
弘
讓
の
妻
は
額
や
鼻
か
ら

全
身
が
縦
に
真
っ
二
つ
に
裂
け
て
、そ
の
う
ち
の
半
身
の
み
が
寝
台
に
残
っ
て
い
た
。

王
士
徴
の
妻
は
悲
鳴
を
上
げ
て
軍
営
に
知
ら
せ
、
役
人
が
取
り
調
べ
た
が
、
二
人
の

婦
人
の
間
に
怨
恨
も
な
く
、
こ
の
よ
う
な
事
が
起
き
た
理
由
は
不
明
で
あ
っ
た
。
張

弘
讓
が
走
り
帰
り
、
葬
儀
場
に
行
く
と
、
空
中
か
ら
妻
が
泣
き
な
が
ら
「
御
婆
様
に

子
守
に
召
喚
さ
れ
ま
し
た
。
あ
な
た
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ど
う
に
も
な

ら
な
い
の
で
、
お
見
捨
て
に
な
ら
な
い
の
で
し
た
ら
御
婆
様
の
頼
み
を
聞
い
て
下
さ

い
。」
と
言
っ
て
、
張
弘
讓
に
住
ま
い
の
裏
の
李
の
木
に
四
つ
に
分
け
た
食
べ
物
を

供
え
て
祈
ら
せ
た
。
す
る
と
、
空
中
か
ら
「
お
前
の
新
妻
を
返
そ
う
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
、
に
わ
か
に
半
身
の
遺
体
が
下
り
て
き
た
。
妻
の
声
に
従
い
、
半
身
の
遺

体
ど
う
し
を
き
ち
ん
と
合
わ
せ
て
寝
具
で
く
る
み
、
三
日
経
つ
と
妻
は
蘇
生
し
た
。

継
ぎ
合
わ
せ
た
痕
が
残
っ
た
が
、
一
年
後
に
は
回
復
し
、
数
人
の
子
を
産
ん
だ
。
温

庭
筠
の
旧
友
の
龎
子
肅
が
実
際
に
見
た
出
来
事
で
あ
る
。

寇
鄘
（『
乾
𦠆
子
』）
　
上
都
（
西
安
市
）
永
平
里
の
西
南
隅
の
小
宅
は
、
大
暦
年
間

（
７
６
６
〜
７
７
９
）、
安
太
清
が
二
十
万
銭
で
買
っ
て
以
来
、
持
ち
主
が
十
七
代
替

わ
っ
た
が
、
皆
長
男
を
亡
く
し
、
羅
漢
寺
に
寄
付
さ
れ
た
。
寺
は
人
に
貸
そ
う
と
し

た
が
借
り
手
が
つ
か
ず
、
元
和
十
二
年
（
８
１
７
）
に
権
利
書
つ
き
で
原
価
で
売
り

出
し
た
と
こ
ろ
、
公
卿
の
屋
敷
に
出
入
り
し
て
い
た
日
者
（
日
の
吉
凶
を
占
う
）
の

寇
鄘
が
四
万
銭
で
買
い
取
っ
た
。
し
か
し
、
夜
中
に
人
の
泣
き
声
が
す
る
の
で
、
寇

鄘
は
崇
賢
里
法
明
寺
の
僧
普
照
に
宅
内
に
道
場
を
作
っ
て
住
ん
で
貰
っ
た
。
七
日
目

に
普
照
が
庭
に
何
者
か
を
見
つ
け
て
追
い
、「
こ
の
賊
め
、ど
れ
ほ
ど
の
人
を
殺
し
た
」

と
喝
し
、
寇
鄘
に
七
家
粉
水
で
穢
れ
を
払
わ
せ
、
門
の
崇
屏
（
門
内
の
目
隠
し
の
壁
）

を
水
を
か
け
て
柳
の
枝
で
撲
つ
と
、
崇
屏
の
下
の
土
が
四
尺
ほ
ど
崩
れ
、
そ
の
中
か

ら
青
羅
裙
、
紅
袴
、
錦
履
、
緋
衫
子
を
着
た
女
の
骸
骨
が
出
て
き
た
。
普
照
は
こ
れ

を
渭
水
の
沙
洲
に
葬
り
、
以
後
は
恐
ろ
し
い
こ
と
は
起
き
な
か
っ
た
。

こ
の
小
宅
は
、
そ
も
そ
も
は
郭
子
儀
（
汾
陽
王
）
の
夫
人
が
、
夫
の
従
姉
妹
で
あ

る
永
平
里
の
宣
化
寺
の
尼
僧
の
許
に
詣
で
る
際
に
、
扈
従
し
て
き
た
者
た
ち
を
置
く

た
め
に
買
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
青
衣
（
召
使
い
の
女
）
の
中
に
不
謹
慎
な
者
が
い

た
の
で
誅
し
て
夫
人
が
其
処
に
崇
屏
を
築
か
せ
た
と
も
、
生
き
埋
め
に
し
た
と
も
伝

え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
よ
り
怪
異
が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

呼
延
冀
（『
瀟
湘
録
』）
　
咸
和
年
間
（
渤
海
国
の
元
号
。
８
３
１
〜
８
７
５
）、
呼

延
冀
は
忠
州
（
重
慶
市
）
の
司
户
（
民
政
を
担
当
す
る
官
）
に
任
じ
ら
れ
、
妻
を
連

れ
て
任
地
に
向
か
う
途
中
、
泗
水
（
山
東
省
）
で
盗
賊
に
身
ぐ
る
み
を
剥
が
さ
れ
、

付
近
の
老
翁
の
屋
敷
に
泊
め
て
貰
っ
た
。
老
翁
は
、
自
分
の
家
に
い
る
の
は
老
母
だ

け
だ
か
ら
妻
を
こ
こ
に
留
め
て
、ま
ず
は
呼
延
冀
の
み
赴
任
し
て
は
ど
う
か
と
勧
め
、

呼
延
冀
は
そ
の
言
に
従
っ
た
。
呼
延
冀
が
任
地
に
到
着
し
、
妻
を
迎
え
に
行
く
算
段

を
し
て
い
る
と
、
妻
か
ら
手
紙
が
来
た
。
手
紙
に
は
、
妻
が
歌
妓
の
娘
に
生
ま
れ
、

宮
中
に
入
り
歌
や
踊
り
を
褒
め
ら
れ
た
も
の
の
後
宮
の
縮
小
で
出
さ
れ
、
呼
延
冀
と

は
放
逸
な
者
同
士
で
交
際
を
始
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
正
式
に
娶
っ
て
も
ら
い
、
周

囲
か
ら
は
才
子
佳
人
と
称
さ
れ
、睦
ま
じ
く
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
か
ら
書
き
起
こ
し
、

思
い
が
け
ず
荒
涼
と
し
た
田
舎
に
置
き
去
り
に
さ
れ
て
夫
の
薄
情
を
恨
み
、
自
分
を

慕
う
翁
の
若
い
息
子
に
既
に
身
を
委
ね
た
事
が
記
さ
れ
て
い
た
。
激
怒
し
た
呼
延
冀

は
官
を
棄
て
て
泗
水
に
戻
り
、
翁
も
妻
も
殺
す
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
屋
敷
は
見
つ

か
ら
ず
、そ
の
場
所
に
は
大
き
な
塚
が
あ
っ
た
。塚
を
壊
す
と
妻
の
遺
体
が
中
に
あ
っ

た
の
で
取
り
出
し
て
別
の
場
所
に
葬
っ
て
か
ら
去
っ
た
。

安
鳯
（『
瀟
湘
録
』）
　
寿
春
（
安
徽
省
寿
県
）
の
安
鳯
と
徐
侃
は
才
学
が
あ
り
、
と
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め
て
、
妻
を
鬼
の
世
界
に
引
き
ず
り
込
ん
で
ゆ
く
異
色
の
冥
婚
譚
で
あ
る
。
書
簡
と

い
う
形
で
妻
の
追
い
詰
め
ら
れ
た
心
理
を
詳
細
に
描
く
手
法
も
注
目
さ
れ
る
。

「
成
叔
弁
」
は
、
鬼
が
天
人
の
ふ
り
を
し
て
娘
を
取
ろ
う
と
し
た
が
、
天
の
代
作

し
て
く
れ
た
連
句
が
成
叔
弁
を
救
う
話
で
、
詩
話
と
も
言
え
る
。『
天
曹
の
使
者
、

徒
だ
回
首
せ
よ
、
何
ぞ
他
に
従
わ
ず
、
九
族
は
卑
き
に
』
と
い
う
句
は
「
天
の
使
者

の
ふ
り
を
す
る
者
よ
、
そ
の
ま
ま
帰
れ　

お
ま
え
の
一
族
は
卑
し
い
鬼
で
あ
る
の
に

何
故
人
に
従
わ
な
い
の
か
」
と
い
う
意
味
。　

変
鬼
帰
還
譚　

「
安
鳯
」
は
、
鬼
と
な
っ
た
徐
侃
の
詩
が
眼
目
で
あ
る
が
、
都
で
の
人
脈
作
り
が

上
手
く
い
か
ず
、
故
郷
に
も
帰
れ
な
い
安
鳯
は
時
代
の
人
間
像
の
一
つ
の
典
型
で
あ

ろ
う
。　

冥
界
召
喚
譚

  

「
張
弘
讓
」
は
、
変
則
的
な
冥
界
召
喚
譚
で
あ
る
。
冥
界
に
召
喚
さ
れ
て
死
ん
だ

人
間
が
蘇
生
す
る
と
い
う
点
で
は
定
石
通
り
で
あ
る
が
、
罪
や
寿
命
の
た
め
で
な
く

冥
界
に
召
喚
さ
れ
る
理
由
は
、
男
の
場
合
は
も
っ
ぱ
ら
裁
判
や
冥
官
へ
の
任
官
の
た

め
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
話
で
は
子
守
の
た
め
と
な
っ
て
い
る
。
身
が
二
つ
に
裂

け
て
召
喚
さ
れ
る
の
も
他
に
例
を
見
な
い
。

こ
の
説
話
の
時
代
背
景
は
、
本
文
中
に
「
淮
西
の
用
兵
、
方
に
急
た
り
」
と
説
明

さ
れ
、
元
和
十
二
年
（
８
１
７
）
と
い
う
年
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
淮
西
節
度
使
呉

小
陽
の
息
子
の
呉
元
済
が
、
父
の
死
後
、
そ
の
喪
を
隠
し
て
父
の
名
で
自
ら
を
留
後

（
節
度
使
不
在
時
の
本
拠
地
の
責
任
者
）
に
す
る
よ
う
朝
廷
に
奏
上
し
た
が
却
下
さ

れ
、
反
乱
を
起
こ
し
、
朝
廷
が
討
伐
軍
を
派
遣
し
、
呉
元
済
を
捕
ら
え
て
処
刑
し
た

の
が
、
元
和
十
二
年
で
あ
っ
た
。
安
史
の
乱
か
ら
半
世
紀
以
上
が
過
ぎ
、
藩
鎮
は
割

拠
勢
力
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、こ
の
軍
事
行
動
に
よ
っ
て
朝
廷
は
威
信
を
回
復
し
、

他
の
藩
鎮
も
唐
に
帰
順
し
た
。

鬼
神
遭
遇
譚　

「
襄
陽
選
人
」に
名
の
見
え
る
于
頔
が
襄
州
を
治
め
て
い
た
の
は
憲
宗
の
即
位
前
、

徳
宗
の
時
代
で
あ
る
。
于
頔
は
貞
元
十
四
年
（
７
９
８
）
に
襄
州
刺
史
及
び
山
南
東

道
節
度
観
察
使
に
任
命
さ
れ
、
当
時
の
節
度
使
の
典
型
と
し
て
跋
扈
し
た
。

「
祖
價
」
は
、
王
維
と
の
交
友
が
よ
く
知
ら
れ
た
詩
人
祖
詠
の
孫
を
主
人
公
に
し

て
鬼
詩
三
首
を
録
す
文
学
的
趣
き
の
濃
い
作
品
で
あ
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
王
裔
老
」
に
お
い
て
王
が
新
居
を
建
て
た
場
所
は
、
も
と
は
黄
色
い
綾
絹
の
衣

を
着
た
女
鬼
た
ち
の
塚
墓
の
あ
る
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

  

「
寇
鄘
」
に
お
い
て
、
凶
宅
の
由
来
が
、
安
史
の
乱
以
来
、
数
々
の
武
勲
を
建
て

た
名
将
郭
子
儀
の
妻
と
関
係
が
あ
る
の
は
大
変
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
皇
太
子
李
恒

（
後
の
穆
宗
）
の
実
母
で
あ
り
、
憲
宗
の
宮
中
で
大
き
な
勢
力
を
形
成
し
て
い
た
郭

貴
妃
こ
そ
郭
子
儀
の
孫
娘
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

五　

憲
宗
の
時
代
の
終
焉
―
巻
三
四
五　

鬼
三
十
―
（
唐
憲
宗
・
元
和
年
間
）

郭
承
嘏
（『
尚
書
談
録
』）
　
郭
承
嘏
は
法
書
（
書
体
の
手
本
帳
）
一
巻
を
大
切
に
し
、

常
に
携
え
て
い
た
。
科
挙
の
雑
文
科
の
試
験
を
受
け
た
際
、
夜
ま
だ
早
い
時
分
に
書

き
終
え
た
が
、
誤
っ
て
法
書
を
提
出
し
て
宿
に
帰
っ
て
し
ま
い
、
気
が
つ
い
て
試
験

場
の
門
前
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
と
、
老
吏
が
い
た
の
で
あ
り
の
ま
ま
に
話
し
た
。

老
吏
は
答
案
を
入
れ
替
え
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
自
分
の
家
は
貧
し
い
の
で
銭
三
万

を
報
酬
と
し
て
貰
い
た
い
と
言
い
、
承
嘏
が
承
知
す
る
と
、
老
吏
は
答
案
を
入
れ
、

法
書
を
取
り
出
し
て
承
嘏
に
渡
し
た
。
翌
日
、
承
嘏
が
自
ら
興
道
里
の
老
吏
の
家
に

金
を
届
け
に
行
く
と
、
そ
の
家
の
者
が
、
老
吏
が
死
ん
で
三
ヶ
月
に
な
る
が
、
貧
し

い
の
で
ま
だ
死
に
装
束
を
整
え
ら
れ
て
い
な
い
と
話
し
た
。
承
嘏
は
自
分
が
会
っ
た
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の
が
幽
霊
で
あ
っ
た
と
知
り
、
金
を
そ
の
家
に
贈
っ
た
。

張
庾
（『
続
玄
怪
録
』）
　
進
士
（
進
士
科
の
受
験
生
）
の
張
庾
は
元
和
十
三
年

（
８
１
８
）、
長
安
の
昇
道
里
南
街
に
住
ん
で
い
た
。
十
一
月
八
日
の
夜
、
僕
は
他
宿

し
て
お
り
、
張
庾
が
一
人
で
い
る
と
、
突
然
庭
じ
ゅ
う
に
異
香
が
満
ち
、
年
十
八
九

の
こ
の
上
な
く
美
し
い
青
衣
（
腰
元
）
た
ち
が
門
を
開
い
て
入
っ
て
き
た
。
青
衣
た

ち
は
「
月
夜
の
絶
景
を
探
す
の
に
楽
遊
原
に
行
く
こ
と
は
な
い
わ
。
こ
の
庭
の
小
さ

な
藤
棚
で
十
分
。」
と
言
い
、
少
女
七
八
人
を
連
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
も
み
な
美

し
く
、
服
装
も
華
麗
で
、
裕
福
な
貴
族
の
家
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
張
庾
は
堂
に
逃

げ
込
み
、
簾
越
し
に
様
子
を
見
て
い
る
と
、
青
衣
た
ち
は
藤
棚
の
下
に
宴
席
を
設
け
、

八
人
が
輪
に
な
っ
て
座
し
、
楽
器
を
演
奏
す
る
者
や
左
右
に
伺
候
す
る
者
が
そ
れ
ぞ

れ
十
人
い
た
。
演
奏
が
始
ま
ろ
う
と
い
う
時
に
、
座
っ
て
い
る
う
ち
の
一
人
が
こ
の

家
の
主
人
を
招
い
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
言
い
、
青
衣
に
張
庾
を
呼
び
に
行
か

せ
た
が
、
張
庾
は
扉
を
開
か
な
か
っ
た
。
女
た
ち
の
酒
宴
が
始
ま
り
、
張
庾
は
、
こ

の
坊
（
区
画
）
の
南
街
は
廃
墟
と
墳
墓
で
人
は
住
ん
で
い
な
い
、
坊
中
の
人
も
坊
門

が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
か
ら
通
れ
な
い
、
女
た
ち
は
妖
狐
で
な
け
れ
ば
幽
霊
に
違
い
な

い
と
考
え
、
寝
台
を
支
え
て
い
る
石
を
取
っ
て
宴
席
に
ぶ
つ
け
た
。
女
た
ち
は
散
り

散
り
に
逃
げ
て
ゆ
き
、張
庾
は
白
い
角
杯
を
一
つ
奪
っ
た
。
庭
の
香
気
は
数
日
残
り
、

角
杯
は
訪
れ
た
張
庾
の
親
類
や
知
人
で
伝
え
聞
い
て
見
ぬ
人
は
い
な
か
っ
た
が
、
誰

も
来
歴
は
分
か
ら
ず
、
十
日
あ
ま
り
後
、
地
面
に
落
と
し
た
際
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。

張
庾
は
、
翌
年
、
進
士
に
及
第
し
た
。

劉
方
元
（『
博
異
記
』）
　
隠
者
の
劉
方
元
は
漢
南
（
湖
北
省
）
か
ら
巴
陵
（
湖
南
省

岳
陽
市
）
に
至
り
、
夜
、
江
岸
の
古
い
館
に
泊
ま
っ
た
。
そ
の
館
の
西
に
は
籬
で
隔

離
さ
れ
た
は
な
れ
が
あ
り
、
中
に
広
間
が
あ
っ
た
が
、
怪
事
が
多
く
、
已
に
十
年
閉

ざ
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
劉
方
元
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
二
更
を
過
ぎ
て
月
夜

に
籬
の
西
で
婦
人
た
ち
が
談
笑
し
て
い
る
の
を
聞
い
た
。
年
老
い
た
青
衣
が
「
幼
い

頃
お
世
話
を
し
て
い
た
阿
荊
様
が
木
馬
か
ら
堕
ち
て
傷
め
た
私
の
左
腕
が
痛
む
か
ら

明
日
は
雨
だ
ろ
う
。
い
ま
や
高
官
と
な
っ
た
阿
荊
様
は
私
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
も

ご
存
じ
な
い
。」
と
言
っ
た
。
か
細
く
清
ら
か
な
歌
声
や
、
哀
切
な
詩
吟
も
聞
こ
え
、

四
更
に
な
っ
て
止
ん
だ
。
翌
朝
は
果
た
し
て
大
雨
で
、
劉
方
元
は
館
の
役
人
か
ら
西

の
場
所
の
事
情
を
聞
い
て
中
に
入
っ
て
み
た
が
、
人
跡
は
な
か
っ
た
。
広
間
の
柱
に

書
い
た
ば
か
り
の
詩
が
あ
り
、
そ
の
文
言
を
見
る
に
幽
霊
の
書
い
た
詩
で
あ
っ
た
。

役
人
は
「
こ
こ
に
は
人
が
住
ん
だ
こ
と
が
な
い
し
、
こ
ん
な
詩
が
書
か
れ
て
い
た
こ

と
も
な
い
。」
と
言
い
、
調
べ
て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。

光
澤
坊
民
（『
酉
陽
雑
俎
』）
　
元
和
年
間
（
８
０
６
〜
８
２
０
）、
光
宅
坊
の
民
の

家
に
病
人
が
い
て
、
僧
に
祈
祷
を
し
て
貰
っ
た
。
妻
子
の
見
守
る
中
、
夕
方
に
人
が

入
っ
て
き
て
、
追
い
払
お
う
と
す
る
と
甕
の
中
に
逃
げ
た
の
で
湯
を
注
ぐ
と
、
袋
が

あ
っ
た
。
幽
霊
が
人
の
気
を
奪
う
袋
の
よ
う
で
、
空
中
か
ら
声
が
し
て
「
袋
を
返
し

て
く
れ
れ
ば
、
別
の
人
を
取
っ
て
病
人
の
代
わ
り
に
す
る
」
と
い
う
の
で
投
げ
て
返

す
と
、
病
人
の
病
は
癒
え
た
。

淮
西
軍
将（『
酉
陽
雑
俎
』）　
元
和
の
末
、淮
西（
淮
南
の
西
部
）の
将
軍
が
汴
州（
河

南
省
開
封
市
）
に
使
者
と
し
て
赴
き
、
宿
駅
に
泊
ま
っ
た
際
、
夜
中
に
何
物
か
に
体

を
押
さ
え
ら
れ
た
が
、
押
し
返
し
て
革
袋
を
奪
っ
た
。
幽
霊
が
暗
闇
か
ら
返
却
を
懇

願
す
る
の
で
「
こ
の
物
の
名
を
言
え
ば
返
し
て
や
る
」
と
将
軍
が
言
う
と
「
蓄
気
袋

だ
」
と
答
え
た
。
将
軍
が
煉
瓦
で
幽
霊
を
打
つ
と
、
声
は
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
。
袋

は
数
升
を
盛
る
こ
と
が
出
来
、
日
光
の
許
で
も
影
が
な
か
っ
た
。

郭
翥
（『
宣
室
志
』）
　
元
和
年
間
、
か
つ
て
鄂
州
武
昌
（
湖
北
省
武
漢
市
）
の
尉
で

あ
っ
た
郭
翥
は
沛
国
（
江
蘇
省
徐
州
市
）
の
劉
執
謙
と
仲
が
良
く
、
二
人
は
先
に
死

ん
だ
方
が
冥
界
の
事
を
告
げ
に
現
れ
る
こ
と
を
約
束
し
合
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
劉

執
謙
が
死
に
、
数
ヶ
月
後
の
夕
方
、
華
陰
（
陝
西
省
渭
南
市
）
に
住
ん
で
い
た
郭
翥

の
許
に
や
っ
て
来
た
。
郭
翥
は
顔
を
見
た
い
と
言
っ
た
が
、
劉
執
謙
は
燭
を
消
す
こ
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め
て
、
妻
を
鬼
の
世
界
に
引
き
ず
り
込
ん
で
ゆ
く
異
色
の
冥
婚
譚
で
あ
る
。
書
簡
と

い
う
形
で
妻
の
追
い
詰
め
ら
れ
た
心
理
を
詳
細
に
描
く
手
法
も
注
目
さ
れ
る
。

「
成
叔
弁
」
は
、
鬼
が
天
人
の
ふ
り
を
し
て
娘
を
取
ろ
う
と
し
た
が
、
天
の
代
作

し
て
く
れ
た
連
句
が
成
叔
弁
を
救
う
話
で
、
詩
話
と
も
言
え
る
。『
天
曹
の
使
者
、

徒
だ
回
首
せ
よ
、
何
ぞ
他
に
従
わ
ず
、
九
族
は
卑
き
に
』
と
い
う
句
は
「
天
の
使
者

の
ふ
り
を
す
る
者
よ
、
そ
の
ま
ま
帰
れ　

お
ま
え
の
一
族
は
卑
し
い
鬼
で
あ
る
の
に

何
故
人
に
従
わ
な
い
の
か
」
と
い
う
意
味
。　

変
鬼
帰
還
譚　

「
安
鳯
」
は
、
鬼
と
な
っ
た
徐
侃
の
詩
が
眼
目
で
あ
る
が
、
都
で
の
人
脈
作
り
が

上
手
く
い
か
ず
、
故
郷
に
も
帰
れ
な
い
安
鳯
は
時
代
の
人
間
像
の
一
つ
の
典
型
で
あ

ろ
う
。　

冥
界
召
喚
譚

  

「
張
弘
讓
」
は
、
変
則
的
な
冥
界
召
喚
譚
で
あ
る
。
冥
界
に
召
喚
さ
れ
て
死
ん
だ

人
間
が
蘇
生
す
る
と
い
う
点
で
は
定
石
通
り
で
あ
る
が
、
罪
や
寿
命
の
た
め
で
な
く

冥
界
に
召
喚
さ
れ
る
理
由
は
、
男
の
場
合
は
も
っ
ぱ
ら
裁
判
や
冥
官
へ
の
任
官
の
た

め
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
話
で
は
子
守
の
た
め
と
な
っ
て
い
る
。
身
が
二
つ
に
裂

け
て
召
喚
さ
れ
る
の
も
他
に
例
を
見
な
い
。

こ
の
説
話
の
時
代
背
景
は
、
本
文
中
に
「
淮
西
の
用
兵
、
方
に
急
た
り
」
と
説
明

さ
れ
、
元
和
十
二
年
（
８
１
７
）
と
い
う
年
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
淮
西
節
度
使
呉

小
陽
の
息
子
の
呉
元
済
が
、
父
の
死
後
、
そ
の
喪
を
隠
し
て
父
の
名
で
自
ら
を
留
後

（
節
度
使
不
在
時
の
本
拠
地
の
責
任
者
）
に
す
る
よ
う
朝
廷
に
奏
上
し
た
が
却
下
さ

れ
、
反
乱
を
起
こ
し
、
朝
廷
が
討
伐
軍
を
派
遣
し
、
呉
元
済
を
捕
ら
え
て
処
刑
し
た

の
が
、
元
和
十
二
年
で
あ
っ
た
。
安
史
の
乱
か
ら
半
世
紀
以
上
が
過
ぎ
、
藩
鎮
は
割

拠
勢
力
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、こ
の
軍
事
行
動
に
よ
っ
て
朝
廷
は
威
信
を
回
復
し
、

他
の
藩
鎮
も
唐
に
帰
順
し
た
。

鬼
神
遭
遇
譚　

「
襄
陽
選
人
」に
名
の
見
え
る
于
頔
が
襄
州
を
治
め
て
い
た
の
は
憲
宗
の
即
位
前
、

徳
宗
の
時
代
で
あ
る
。
于
頔
は
貞
元
十
四
年
（
７
９
８
）
に
襄
州
刺
史
及
び
山
南
東

道
節
度
観
察
使
に
任
命
さ
れ
、
当
時
の
節
度
使
の
典
型
と
し
て
跋
扈
し
た
。

「
祖
價
」
は
、
王
維
と
の
交
友
が
よ
く
知
ら
れ
た
詩
人
祖
詠
の
孫
を
主
人
公
に
し

て
鬼
詩
三
首
を
録
す
文
学
的
趣
き
の
濃
い
作
品
で
あ
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚

「
王
裔
老
」
に
お
い
て
王
が
新
居
を
建
て
た
場
所
は
、
も
と
は
黄
色
い
綾
絹
の
衣

を
着
た
女
鬼
た
ち
の
塚
墓
の
あ
る
場
所
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

  

「
寇
鄘
」
に
お
い
て
、
凶
宅
の
由
来
が
、
安
史
の
乱
以
来
、
数
々
の
武
勲
を
建
て

た
名
将
郭
子
儀
の
妻
と
関
係
が
あ
る
の
は
大
変
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
皇
太
子
李
恒

（
後
の
穆
宗
）
の
実
母
で
あ
り
、
憲
宗
の
宮
中
で
大
き
な
勢
力
を
形
成
し
て
い
た
郭

貴
妃
こ
そ
郭
子
儀
の
孫
娘
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

五　

憲
宗
の
時
代
の
終
焉
―
巻
三
四
五　

鬼
三
十
―
（
唐
憲
宗
・
元
和
年
間
）

郭
承
嘏
（『
尚
書
談
録
』）
　
郭
承
嘏
は
法
書
（
書
体
の
手
本
帳
）
一
巻
を
大
切
に
し
、

常
に
携
え
て
い
た
。
科
挙
の
雑
文
科
の
試
験
を
受
け
た
際
、
夜
ま
だ
早
い
時
分
に
書

き
終
え
た
が
、
誤
っ
て
法
書
を
提
出
し
て
宿
に
帰
っ
て
し
ま
い
、
気
が
つ
い
て
試
験

場
の
門
前
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
る
と
、
老
吏
が
い
た
の
で
あ
り
の
ま
ま
に
話
し
た
。

老
吏
は
答
案
を
入
れ
替
え
る
こ
と
は
出
来
る
が
、
自
分
の
家
は
貧
し
い
の
で
銭
三
万

を
報
酬
と
し
て
貰
い
た
い
と
言
い
、
承
嘏
が
承
知
す
る
と
、
老
吏
は
答
案
を
入
れ
、

法
書
を
取
り
出
し
て
承
嘏
に
渡
し
た
。
翌
日
、
承
嘏
が
自
ら
興
道
里
の
老
吏
の
家
に

金
を
届
け
に
行
く
と
、
そ
の
家
の
者
が
、
老
吏
が
死
ん
で
三
ヶ
月
に
な
る
が
、
貧
し

い
の
で
ま
だ
死
に
装
束
を
整
え
ら
れ
て
い
な
い
と
話
し
た
。
承
嘏
は
自
分
が
会
っ
た
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と
を
求
め
た
。
寝
台
で
劉
執
謙
は
往
事
や
冥
界
の
事
を
語
っ
た
が
、
深
夜
に
酷
い
悪

臭
が
す
る
の
で
、
郭
翥
が
劉
執
謙
に
触
っ
て
み
る
と
、
体
が
大
き
く
劉
執
謙
で
は
な

い
と
分
か
っ
た
。
郭
翥
が
気
づ
か
ぬ
ふ
り
で
相
手
を
圧
迫
し
て
動
け
な
い
よ
う
に
し

て
、
夜
明
け
前
に
去
ろ
う
と
す
る
の
を
無
理
に
引
き
留
め
る
と
、
や
が
て
話
さ
な
く

な
り
、
朝
に
な
っ
て
見
る
と
七
尺
も
あ
る
胡
人
の
死
体
で
あ
っ
た
。
暑
い
時
分
で
、

近
寄
れ
な
い
ほ
ど
汚
な
か
っ
た
の
で
、
人
に
郊
外
に
棄
て
に
行
か
せ
る
と
、
見
に
来

た
里
人
の
中
に
、
こ
れ
は
数
日
前
に
死
ん
だ
自
分
の
兄
で
、
昨
日
突
然
遺
体
が
な
く

な
っ
た
の
だ
と
い
う
者
が
お
り
、
死
体
を
持
ち
去
っ
た
。

裴
通
遠
（『
集
異
記
』）
　
憲
宗
が
景
陵
に
葬
ら
れ
た
時
に
は
、
都
じ
ゅ
う
の
人
が
集

ま
っ
た
。
前
の
集
州
（
四
川
省
巴
中
市
）
司
馬
裴
通
遠
の
家
は
崇
賢
里
に
あ
り
、
そ

の
妻
や
娘
も
通
化
門
に
行
き
、
車
か
ら
見
物
し
た
。
帰
り
は
日
暮
れ
に
な
り
、
平
康

北
街
で
白
髪
の
老
婆
が
車
の
後
か
ら
息
も
絶
え
絶
え
に
走
っ
て
く
る
の
が
見
え
た
。

天
門
街
ま
で
来
る
と
夜
を
告
げ
る
太
鼓
が
打
た
れ
、
車
馬
は
速
度
を
上
げ
、
老
婆
も

慌
て
て
駆
け
た
。
車
中
で
四
人
の
幼
い
娘
に
付
き
添
っ
て
い
た
老
い
た
青
衣
ら
の
一

人
が
老
婆
を
哀
れ
み
、
行
き
先
を
聞
く
と
同
じ
崇
賢
里
だ
っ
た
の
で
、
車
に
乗
せ
て

や
っ
た
。
到
着
す
る
と
、
老
婆
は
礼
を
述
べ
て
錦
の
袋
を
残
し
て
去
っ
た
。
袋
を
開

け
て
み
る
と
、
遺
体
の
為
の
薄
絹
の
面
覆
い
が
四
枚
入
っ
て
お
り
、
女
た
ち
は
驚
い

て
そ
れ
を
道
に
棄
て
た
。
そ
れ
か
ら
十
日
も
経
た
ぬ
う
ち
に
四
人
の
娘
は
相
い
次
い

で
亡
く
な
っ
た
。

鄭
紹
（『
瀟
湘
録
』）
　
妻
を
亡
く
し
て
再
婚
を
望
ん
で
い
た
商
人
の
鄭
紹
は
、
旅
先

の
華
陰
（
陝
西
省
渭
南
市
）
で
、
鄭
紹
に
一
目
惚
れ
を
し
た
南
宅
の
皇
尚
書
の
娘
の

邸
宅
に
招
か
れ
た
。
娘
は
、
両
親
は
既
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
街
中
を
嫌
っ
て
華
山

の
あ
た
り
に
住
ん
で
良
縁
を
求
め
て
三
年
に
な
る
の
だ
と
言
い
、
鄭
紹
と
結
婚
す
る

こ
と
を
求
め
た
。
二
人
は
夫
婦
と
な
り
、
快
楽
の
中
で
一
ヶ
月
が
過
ぎ
、
鄭
紹
は
仕

事
の
た
め
旅
に
出
よ
う
と
し
た
が
、妻
に
引
き
留
め
ら
れ
て
、さ
ら
に
ひ
と
月
が
経
っ

た
。
鄭
紹
は
、
商
売
に
出
か
け
ら
れ
な
く
て
は
ど
ん
な
に
愛
さ
れ
て
も
楽
し
め
な
い

こ
と
を
述
べ
、
妻
も
鄭
紹
の
言
葉
が
切
実
で
あ
っ
た
の
で
許
し
た
。
翌
年
の
春
に
鄭

紹
は
帰
っ
て
き
た
が
、
そ
こ
で
見
た
の
は
紅
花
翠
竹
、
流
水
青
山
の
み
で
、
杳
と
し

て
人
跡
は
な
か
っ
た
。
鄭
紹
は
慟
哭
し
、
翌
日
に
な
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

孟
氏
（『
瀟
湘
録
』）
　
維
揚
（
江
蘇
省
揚
州
市
）
の
大
商
人
萬
貞
の
妻
の
孟
氏
は
、

も
と
は
寿
春
（
安
徽
省
寿
県
）
の
妓
女
で
あ
っ
た
。
孟
氏
が
庭
で
ひ
と
り
詩
を
吟
じ

て
涙
を
流
し
て
い
る
と
、
美
し
い
若
者
が
垣
根
を
跳
び
越
え
て
入
っ
て
き
て
、
孟
氏

の
詩
吟
に
感
動
し
た
と
言
い
、
語
り
合
う
こ
と
を
求
め
た
。
孟
氏
は
、
夫
が
何
年
も

帰
っ
て
こ
な
い
離
別
の
悲
哀
を
吟
じ
た
の
だ
と
言
い
、
若
者
は
、
先
に
は
雅
び
な
吟

詠
を
聞
き
、
い
ま
美
し
い
容
貌
を
見
て
、
命
を
懸
け
て
も
良
い
と
思
っ
た
の
だ
か
ら

人
に
後
ろ
指
を
指
さ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
求
愛
し
た
。
孟
氏
と
若
者
は
互
い
の
心

情
を
詩
に
詠
み
、
つ
い
に
私
通
し
た
。
一
年
が
過
ぎ
た
頃
、
夫
が
帰
っ
て
き
て
、
孟

氏
は
憂
い
て
泣
い
た
が
、
若
者
は
「
長
く
は
続
か
な
い
と
分
か
っ
て
い
た
」
と
言
う

や
身
を
翻
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
如
何
な
る
物
の
怪
で
あ
っ

た
の
か
、
つ
い
に
分
か
ら
な
か
っ
た
。

「
巻
三
四
五　

鬼
三
十
」
は
、
主
に
憲
宗
の
元
和
年
間
の
後
期
を
時
代
背
景
と
し
、

憲
宗
の
死
に
も
触
れ
る
。
節
度
使
の
跋
扈
を
抑
え
、
元
和
中
興
を
為
し
遂
げ
た
憲
宗

が
急
死
し
た
の
は
、元
和
十
五
年
（
８
１
７
）
正
月
の
こ
と
で
あ
る
。
宦
官
ら
に
よ
っ

て
暗
殺
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
享
年
四
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

冥
婚
譚  

「
鄭
紹
」
は
、
商
人
と
い
う
従
来
の
冥
婚
譚
の
主
人
公
と
は
異
な
る
行
動
原
理
を

持
つ
人
間
像
が
描
か
れ
る
。
都
市
と
商
業
の
発
達
し
て
ゆ
く
時
代
相
の
反
映
で
あ
ろ

う
。「

孟
氏
」
は
商
人
を
妻
の
側
か
ら
見
た
物
語
に
な
っ
て
い
る
。
利
を
求
め
て
旅
の
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日
々
を
送
る
夫
に
寂
し
さ
を
募
ら
せ
る
妻
は
、
刹
那
的
な
快
楽
の
み
を
求
め
る
若
者

と
の
不
倫
に
陥
る
。
若
者
の
正
体
が
鬼
で
な
く
て
も
成
立
す
る
、
都
市
の
新
興
階
級

と
し
て
の
商
家
を
描
く
作
品
で
あ
る
。

変
鬼
帰
還
譚　
　

親
友
同
士
が
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
の
報
告
を
約
束
し
合
う
と
い
う
の
は
変
鬼
帰

還
譚
の
定
型
の
一
つ
で
あ
り
、「
郭
翥
」
は
途
中
ま
で
は
こ
の
話
型
に
則
る
が
、
後
半

は
鬼
と
争
う
鬼
神
遭
遇
譚
と
な
り
、
本
質
的
に
は
死
体
を
操
作
す
る
鬼
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
怪
事
で
あ
る
。
死
者
に
化
け
る
鬼
の
話
と
し
て
は
、「
巻
三
三
○　

鬼
十
五　

僧
韜
光
」、「
巻
三
三
九　

鬼
二
四　

李
則
」
な
ど
も
あ
る
。

冥
界
召
喚
譚

  

「
光
澤
坊
民
」
と
「
淮
西
軍
将
」
は
蓄
気
袋
に
つ
い
て
の
関
心
が
主
題
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
鬼
は
寿
命
の
尽
き
た
人
間
の
命
を
奪
う
こ
と
を
仕
事
と
し
て
い
る
冥
吏
で

あ
る
。

鬼
神
遭
遇
譚

「
郭
承
嘏
」
に
お
け
る
鬼
は
人
に
利
を
も
た
ら
す
類
い
の
鬼
で
あ
る
が
、
そ
の
動

機
に
は
自
ら
や
家
族
の
た
め
に
、
死
者
自
身
が
葬
儀
の
費
用
を
工
面
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
切
実
な
事
情
が
あ
る
。

「
張
庾
」
は
自
宅
の
庭
を
鬼
か
ら
取
り
戻
す
話
。
志
怪
小
説
の
世
界
で
は
、
鬼
や

怪
は
平
常
心
を
保
ち
、
冷
静
に
対
応
す
る
人
間
に
は
勝
て
な
い
。
色
香
に
惑
わ
さ
れ

る
こ
と
の
無
い
点
も
、
儒
教
的
文
脈
に
お
け
る
正
し
さ
が
あ
り
、
科
挙
合
格
と
い
う

結
末
に
繋
が
る
。

「
裴
通
遠
」
は
、
憲
宗
の
大
喪
を
見
物
す
る
人
々
の
様
子
を
伝
え
る
ル
ポ
ル
タ
ー

ジ
ュ
的
側
面
も
あ
る
作
品
で
あ
る
。
老
婆
の
正
体
は
鬼
で
あ
っ
た
の
か
、
四
人
の
少

女
を
取
り
殺
し
た
の
か
、
実
は
不
明
で
あ
る
。
少
女
た
ち
の
死
の
運
命
を
知
り
、
そ

れ
を
示
唆
し
た
に
す
ぎ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
の
話
は
「
冥
事
占

判
譚
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
話
は
、
憲
宗
の
不
自
然
な
急
死
を
背
景
に
、
不
可

解
な
死
を
描
く
。
正
史
と
鬼
話
は
不
即
不
離
の
関
係
な
の
で
あ
る
。

凶
宅
鬧
鬼
譚  　

「
劉
方
元
」
の
老
青
衣
の
語
り
は
、
人
間
で
あ
っ
た
頃
の
記
憶
だ
け
を
よ
す
が
に

永
い
時
を
闇
の
中
で
過
ご
す
鬼
の
心
の
内
面
が
窺
わ
れ
、
哀
切
を
極
め
る
。
こ
の
説

話
で
は
劉
方
元
と
鬼
の
間
に
は
直
接
の
交
渉
は
な
く
、
青
衣
た
ち
の
語
り
や
歌
、
詩

吟
は
自
身
や
悲
し
み
を
共
有
す
る
他
の
鬼
に
向
け
た
も
の
で
、
劉
方
元
を
意
識
し
た

も
の
で
は
な
い
た
め
、
そ
の
悲
哀
は
一
層
際
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
と
め

  

「
鬼
二
十
六
」
か
ら
「
鬼
三
十
」
は
、
背
景
と
な
る
時
代
が
徳
宗
の
貞
元
年
間
か

ら
憲
宗
の
元
和
年
間
ま
で
の
８
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
９
世
紀
の
初
め
の
時
期
で
あ

り
、
科
挙
官
僚
や
商
人
な
ど
の
新
興
勢
力
の
台
頭
や
、
藩
鎮
の
跋
扈
と
そ
れ
を
抑
え

付
け
て
回
復
す
る
朝
廷
の
威
信
、
都
市
や
市
の
活
性
化
等
の
諸
現
象
が
、
直
接
、
間

接
に
鬼
話
の
内
容
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
。

ま
た
、
人
間
と
そ
の
心
理
を
描
く
文
学
的
技
法
の
発
達
も
鬼
話
の
内
容
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
、
類
型
的
展
開
の
説
話
は
減
少
し
、
複
数
の
話
型
を
融
合
さ
せ
た

ス
ト
ー
リ
ー
展
開
を
見
せ
る
説
話
や
、
リ
ア
リ
ズ
ム
に
立
脚
し
た
描
写
で
鬼
が
現
実

的
な
人
間
性
を
帯
び
て
描
写
さ
れ
る
作
品
が
生
ま
れ
、
人
な
ら
ぬ
鬼
を
描
く
と
い
う

こ
と
の
意
味
が
問
い
直
さ
れ
る
こ
と
と
も
な
っ
た
。
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と
を
求
め
た
。
寝
台
で
劉
執
謙
は
往
事
や
冥
界
の
事
を
語
っ
た
が
、
深
夜
に
酷
い
悪

臭
が
す
る
の
で
、
郭
翥
が
劉
執
謙
に
触
っ
て
み
る
と
、
体
が
大
き
く
劉
執
謙
で
は
な

い
と
分
か
っ
た
。
郭
翥
が
気
づ
か
ぬ
ふ
り
で
相
手
を
圧
迫
し
て
動
け
な
い
よ
う
に
し

て
、
夜
明
け
前
に
去
ろ
う
と
す
る
の
を
無
理
に
引
き
留
め
る
と
、
や
が
て
話
さ
な
く

な
り
、
朝
に
な
っ
て
見
る
と
七
尺
も
あ
る
胡
人
の
死
体
で
あ
っ
た
。
暑
い
時
分
で
、

近
寄
れ
な
い
ほ
ど
汚
な
か
っ
た
の
で
、
人
に
郊
外
に
棄
て
に
行
か
せ
る
と
、
見
に
来

た
里
人
の
中
に
、
こ
れ
は
数
日
前
に
死
ん
だ
自
分
の
兄
で
、
昨
日
突
然
遺
体
が
な
く

な
っ
た
の
だ
と
い
う
者
が
お
り
、
死
体
を
持
ち
去
っ
た
。

裴
通
遠
（『
集
異
記
』）
　
憲
宗
が
景
陵
に
葬
ら
れ
た
時
に
は
、
都
じ
ゅ
う
の
人
が
集

ま
っ
た
。
前
の
集
州
（
四
川
省
巴
中
市
）
司
馬
裴
通
遠
の
家
は
崇
賢
里
に
あ
り
、
そ

の
妻
や
娘
も
通
化
門
に
行
き
、
車
か
ら
見
物
し
た
。
帰
り
は
日
暮
れ
に
な
り
、
平
康

北
街
で
白
髪
の
老
婆
が
車
の
後
か
ら
息
も
絶
え
絶
え
に
走
っ
て
く
る
の
が
見
え
た
。

天
門
街
ま
で
来
る
と
夜
を
告
げ
る
太
鼓
が
打
た
れ
、
車
馬
は
速
度
を
上
げ
、
老
婆
も

慌
て
て
駆
け
た
。
車
中
で
四
人
の
幼
い
娘
に
付
き
添
っ
て
い
た
老
い
た
青
衣
ら
の
一

人
が
老
婆
を
哀
れ
み
、
行
き
先
を
聞
く
と
同
じ
崇
賢
里
だ
っ
た
の
で
、
車
に
乗
せ
て

や
っ
た
。
到
着
す
る
と
、
老
婆
は
礼
を
述
べ
て
錦
の
袋
を
残
し
て
去
っ
た
。
袋
を
開

け
て
み
る
と
、
遺
体
の
為
の
薄
絹
の
面
覆
い
が
四
枚
入
っ
て
お
り
、
女
た
ち
は
驚
い

て
そ
れ
を
道
に
棄
て
た
。
そ
れ
か
ら
十
日
も
経
た
ぬ
う
ち
に
四
人
の
娘
は
相
い
次
い

で
亡
く
な
っ
た
。

鄭
紹
（『
瀟
湘
録
』）
　
妻
を
亡
く
し
て
再
婚
を
望
ん
で
い
た
商
人
の
鄭
紹
は
、
旅
先

の
華
陰
（
陝
西
省
渭
南
市
）
で
、
鄭
紹
に
一
目
惚
れ
を
し
た
南
宅
の
皇
尚
書
の
娘
の

邸
宅
に
招
か
れ
た
。
娘
は
、
両
親
は
既
に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
街
中
を
嫌
っ
て
華
山

の
あ
た
り
に
住
ん
で
良
縁
を
求
め
て
三
年
に
な
る
の
だ
と
言
い
、
鄭
紹
と
結
婚
す
る

こ
と
を
求
め
た
。
二
人
は
夫
婦
と
な
り
、
快
楽
の
中
で
一
ヶ
月
が
過
ぎ
、
鄭
紹
は
仕

事
の
た
め
旅
に
出
よ
う
と
し
た
が
、妻
に
引
き
留
め
ら
れ
て
、さ
ら
に
ひ
と
月
が
経
っ

た
。
鄭
紹
は
、
商
売
に
出
か
け
ら
れ
な
く
て
は
ど
ん
な
に
愛
さ
れ
て
も
楽
し
め
な
い

こ
と
を
述
べ
、
妻
も
鄭
紹
の
言
葉
が
切
実
で
あ
っ
た
の
で
許
し
た
。
翌
年
の
春
に
鄭

紹
は
帰
っ
て
き
た
が
、
そ
こ
で
見
た
の
は
紅
花
翠
竹
、
流
水
青
山
の
み
で
、
杳
と
し

て
人
跡
は
な
か
っ
た
。
鄭
紹
は
慟
哭
し
、
翌
日
に
な
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

孟
氏
（『
瀟
湘
録
』）
　
維
揚
（
江
蘇
省
揚
州
市
）
の
大
商
人
萬
貞
の
妻
の
孟
氏
は
、

も
と
は
寿
春
（
安
徽
省
寿
県
）
の
妓
女
で
あ
っ
た
。
孟
氏
が
庭
で
ひ
と
り
詩
を
吟
じ

て
涙
を
流
し
て
い
る
と
、
美
し
い
若
者
が
垣
根
を
跳
び
越
え
て
入
っ
て
き
て
、
孟
氏

の
詩
吟
に
感
動
し
た
と
言
い
、
語
り
合
う
こ
と
を
求
め
た
。
孟
氏
は
、
夫
が
何
年
も

帰
っ
て
こ
な
い
離
別
の
悲
哀
を
吟
じ
た
の
だ
と
言
い
、
若
者
は
、
先
に
は
雅
び
な
吟

詠
を
聞
き
、
い
ま
美
し
い
容
貌
を
見
て
、
命
を
懸
け
て
も
良
い
と
思
っ
た
の
だ
か
ら

人
に
後
ろ
指
を
指
さ
れ
て
も
か
ま
わ
な
い
と
求
愛
し
た
。
孟
氏
と
若
者
は
互
い
の
心

情
を
詩
に
詠
み
、
つ
い
に
私
通
し
た
。
一
年
が
過
ぎ
た
頃
、
夫
が
帰
っ
て
き
て
、
孟

氏
は
憂
い
て
泣
い
た
が
、
若
者
は
「
長
く
は
続
か
な
い
と
分
か
っ
て
い
た
」
と
言
う

や
身
を
翻
し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に
消
え
て
し
ま
っ
た
。
如
何
な
る
物
の
怪
で
あ
っ

た
の
か
、
つ
い
に
分
か
ら
な
か
っ
た
。

「
巻
三
四
五　

鬼
三
十
」
は
、
主
に
憲
宗
の
元
和
年
間
の
後
期
を
時
代
背
景
と
し
、

憲
宗
の
死
に
も
触
れ
る
。
節
度
使
の
跋
扈
を
抑
え
、
元
和
中
興
を
為
し
遂
げ
た
憲
宗

が
急
死
し
た
の
は
、元
和
十
五
年
（
８
１
７
）
正
月
の
こ
と
で
あ
る
。
宦
官
ら
に
よ
っ

て
暗
殺
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
享
年
四
十
三
歳
で
あ
っ
た
。

冥
婚
譚  

「
鄭
紹
」
は
、
商
人
と
い
う
従
来
の
冥
婚
譚
の
主
人
公
と
は
異
な
る
行
動
原
理
を

持
つ
人
間
像
が
描
か
れ
る
。
都
市
と
商
業
の
発
達
し
て
ゆ
く
時
代
相
の
反
映
で
あ
ろ

う
。「

孟
氏
」
は
商
人
を
妻
の
側
か
ら
見
た
物
語
に
な
っ
て
い
る
。
利
を
求
め
て
旅
の
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（
1
）　
『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
人
間
社
会
研
究
科
紀
要
』
第
２
１
号
（
２
０
１
５
） 

 

（
2
）　
『
日
本
女
子
大
学
紀
要 

人
間
社
会
学
部
』 

第
２
６
号
（
２
０
１
６
） 

 

（
3
）　
『
日
本
女
子
大
学
紀
要 

人
間
社
会
学
部
』 

第
２
７
号
（
２
０
１
７
） 

 

（
4
）　
『
日
本
女
子
大
学
紀
要 

人
間
社
会
学
部
』 

第
２
８
号
（
２
０
１
８
） 

 

（
5
）　
『
太
平
広
記
』
本
文
に
つ
い
て
は
、
汪
紹
楹
校
点
『
太
平
広
記
』（
中
華
書
局　

一
九
六
一
）

に
拠
っ
た
。
ま
た
各
説
話
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
木
村
秀
海
監
修
・
堤
保
仁
編
『
訳
注 

太
平
廣

記 

鬼
部
三
』（
や
ま
と
崑
崙
企
画　

二
〇
〇
四
）
を
参
考
と
し
た
。 

 

（
6
）　
『
中
国
古
代
小
説
百
科
全
書
』（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社　

１
９
９
３
）
程
毅
中
「
異
聞
集
」 

The ghost stories of  “ Taiping Guangji”   vol.26~vol.30

MITTA Akihiro

［Abstract］“ Taiping  Guangji (Extensive Records of the Taiping Era) ” is a collection of stories compiled 

under the editorship of Li Fang, fi rst published in 978. The book is divided into 500 volumes and 40 volumes 

of them are ghost story parts. In this paper, I have analyzed vol.26~vol.30 of the ghost story parts.The results 

of the analysis, I have cleared ideological features and features on the story type of Tang dynasty early ghost 

stories.




